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事務局から

北　　区 上 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄11︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵1₄₈₆︶₇₃₀₄

加藤 あい
☎₀₉₀︵₅₀₉₈︶₉1₂₇

とがし 豊
☎︵₇₇1︶₇₈₄₇

ひぐち英明
☎₀₉₀︵₉11₆︶₆₄₉₃

右 京 区 中 京 区 下 京 区 山 科 区

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵₃₉₇₀︶₄₇₀1

平井 良人
☎₀₉₀︵₆₅₅₇︶₄₇₄₀

かまの敏徳
☎₀₉₀︵₉₅₄₆︶₂₇₆₃

鈴木とよこ
☎₀₉₀︵1₅₈₈︶₃₆₀₀

山本 陽子 
☎︵₅₉₅︶₈₃₄₂

西 京 区 南 　 区 伏 見 区

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉1︶₃₃₂₃

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵₅₇₀₂︶₀1₆₆

赤阪　 仁 
☎︵₆₃1︶₇₅₀₅

西野さち子
☎︵₅₇1︶₅₇₃1

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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昨
年
、
台
風
被
害
の
あ
っ

た
未
登
録
文
化
財
の
復
旧
工

事
に
資
金
が
足
り
ず
、
ま
だ

壊
れ
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
京

都
市
か
ら
助
成
が
で
き
な
い

か
」
と
、
ほ
り
議
員
が
代
表

質
問
で
求
め
た
ら
、
京
都
市

は
、
未
登
録
文
化
財
が
利
用

で
き
る
制
度
を
紹
介
し
ま
し

た
。
あ
た
か
も
、
そ
の
制
度

が
利
用
で
き
る
か
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
る
答
弁
で

し
た
が
、
問
い
合
わ
せ
て
み

れ
ば
、
そ
の
制
度
に
登
録
し

て
い
な
い
と
、
結
局
は
使
え

ま
せ
ん
。
京
都
市
の
こ
の
よ

う
な
答
弁
に
は
、
が
っ
か
り

し
ま
す
。
こ
と
あ
る
ご
と
に

「
文
化
都
市
」
を
標
榜
す
る

な
ら
、「
検
討
す
る
」
の
ひ

と
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
。
日
々
、
文
化
財
を
守

っ
て
お
ら
れ
る
市
民
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
た
市
政
を
求

め
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
原
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希
）
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ご
み
袋
代
値
下
げ
請
願

�
₈
団
体
・
₄
₉
₁
₉
人
の
署
名

ホ
テ
ル
・
簡
易
宿
所
は
い
ら
な
い

市民の願いに
希望ある

　
京
都
市
の
「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
で
、

ホ
テ
ル
・
簡
易
宿
所
や
観
光
客
が
急
増
し
、「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
観
光

公
害
」
と
呼
ば
れ
る
景
観
や
街

並
み
の
破
壊
、
住
環
境
へ
の
深

刻
な
影
響
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

地
元
の
中
小
零
細
業
者
の
活
性

化
に
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
有
料
指
定
袋
は
、
毎
年
約
10
億
円
以
上

の
「
黒
字
」。
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
展
望
台
建
設
な
ど
に
流
用
す
る
の
で
は

な
く
、
ご
み
袋
代
の
値
下
げ
を
。

教
育
長
は「
他
に
優
先
課
題
が
あ
る
か
ら
」

と
冷
た
く
拒
否
。

自
民
、
公
明
、
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

京
都
党
、
維
新
、
無
所
属
が 

反
対

子
育
て
・
く
ら
し 

応
援
の
市
政
に

区
役
所
職
員
削
減
で
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響

落
ち
込
む
京
都
経
済

ご
み
袋
代
の
値
下
げ
を

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
を

子
ど
も
医
療
費

助
成
の
拡
充
を

全
員
制
の
あ
た
た
か
い

中
学
校
給
食
の
実
現
を

少
人
数
学
級
の
実
現
を

　
昨
年
の
相
次
ぐ
災
害
に
も
、
避
難
所
に

市
職
員
の
配
置
は
な
し
。
政
令
市
で
５
市

が
職
員
の
配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
京
都

市
は
地
元
ま
か
せ
で
、
地
元
の
負
担
は
大

変
で
す
。

　
７
月
、
委
託
料
２
億
円
も
払
っ
て
「
証

明
郵
送
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
、
郵
便
郵

送
作
業
を
民
間
委
託
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
直
営
の
時
に
は
翌
日
に
は
発
送
さ
れ
て

い
た
証
明
書
が
、
最
大
３
週
間
、
1
4
2
0

件
も
の
発
送
遅
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
に
は
、
介
護
認
定
嘱
託
職
員

１
３
０
人
の
雇
い
止
め
、
１
カ
所
に
集
約

し
、
民
間
委
託
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

認
定
業
務
の
混
乱
は
必
至
、
公
的
責
任
の

放
棄
で
す
。

ゆ
る
や
か
な
回
復
基
調
と
言
う
け
れ
ど
…

非
正
規
雇
用
率･･･

政
令
市
ワ
ー
ス
ト
１
位

 

（
2
0
1
7
年　

総
務
省
・
就
業
構
造
基
本
調
査
よ
り
）

事
業
所
の
減
少
率（
2
0
0
9
年
を
基
準
に
し
た

2
0
1
6
年
の
減
少
率

）

　
　
　
　
　
　

･･･

政
令
市
ワ
ー
ス
ト
２
位

 

（
総
務
省
・
経
済
セ
ン
サ
ス
よ
り
）

京
都
市
は
ゼ
ロ
と
言
う
け
れ
ど
、
現
実
は
毎
年
₅
₀
₀
人
以
上
の
待
機
児
童

助
成
の
拡
充
を

府
内
で
最
も
遅
れ
た
状
況

●
中
学
校
給
食
利
用
率（
2
0
1
8

年
度
平
均
）

　

京 

都 

市　

₂₆
・
₇
％

　

全
国
平
均　

₈₅
・
₃
％

現
市
長
に
な
っ
て�

全
く
改
善
な
し

こ
れ
以
上

あたたかい市政へ
背を向ける冷たい市政から

転 換

子ども医療費の無料化の状況中学校給食の状況

京都市内の宿泊施設の客室数

京都市京都市

亀岡市 京都市が
府内最低水準 !

府内で計画すら
ないのは亀岡市
と京都市のみ

子どもの医療費支給
制度を府の制度に上
乗せしていない自治
体は京都市のみ

全員制の給食を
実施、または着
手、計画中

京
都
新
聞（
Ｈ
29
・
8
・
₃1
付
）

ホ
テ
ル
・
簡
易
宿
所
や
観
光
客
が
急
増
し
、「
オ

刻
な
影
響
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

化
に
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

京
都
新
聞（
Ｈ
29

付
）

5 万室

4万室

年度末

路地奥まで
「民泊」！

「安心して暮らせない」

京都市の
2020年の目標４万室
を2018年度に
大幅突破

※2014年度末～18年度末の
　数は市の資料による 2014 2015 2016 2017 2018

3 万室

2万室

1万室

0

29,189 29,786
33,887

38,419

46,147
市の目標数4万室 さらに

57,000室へ

今こそ
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市民とともに力を合わせ、市政を動かす
　とがし議員は、補正予算15億3700万円のう
ち、９億3600万円が「被災者住宅再建等支援金」
として追加補正されることをはじめ、定期巡回・
随時対応型訪問介護看護事業所の開設準備助成や
介護老人保健施設の移転改築準備助成など必要な
事業だと述べました。
　そのうえで、消費税増税に伴うマイナンバーカ
ードを活用した消費活性化策の準備については、
厳しく批判しました。市民の暮らしと景気の実態
からすれば、消費税増税など行うべきでないこと、
消費活性化策は、普及率15.3％に過ぎないマイ
ナンバーカード所持者しか利用できないこと、個
人情報流出の危険性がより大きくなること、いま
だに国においてプレミア率も対象も方針が定まっ
ていないことを指摘しました。
　また、西京極総合運動公園陸上競技場兼球技場
のネーミングライツに伴う収入のスポーツ振興基
金への積み立てについては、一般会計の穴埋めに
ネーミングライツの収入をあてることを厳しく批
判、スポーツ施設の維持管理費は、通常の京都市
予算でしっかりと確保するよう求めました。

大
型
開
発
よ
り
も
、 

災
害
か
ら

市
民
の
命
、 

く
ら
し
を
守
る
市
政
へ

敬
老
乗
車
証
の

改
悪
許
さ
ず

元
植
柳
小
学
校
跡
地
活
用
に
伴
う

地
下
の
避
難
所
計
画
が
撤
回
に
！

土
砂
条
例
の
制
定
へ

総
事
業
費
2.1
兆
円
以
上

北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸

ROOTS／ CopyrightⒸHeibonsha.C.P.C

北陸新幹線想定ルート案 出典：京都民報

財政が厳しいと言いながら…

●京都市の費用負担はいまだ不明
●地下水はどうなるの？
　京都の酒造エリアは
●文化財や自然環境への影響は
●京都市の地下40ｍ以深トンネル
　全国的に事故や深刻な影響多数

問
題
だ
ら
け
の
計
画

2019年度京都市一般会計
補正予算について
  とがし豊議員が賛成討論

　
乗
る
た
び
に
運
賃
の
一
部
を
負
担
す
る
改
悪
案

を
発
表
し
て
か
ら
６
年
。
15
次
に
わ
た
る
署
名
提

出
（
約
４
万
４
千
筆
）
な
ど
、
市
民
の
世
論
と
運

動
で
、
改
悪
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
市
が
選
定
し
た
安
田
不
動
産
は
、
元
植
柳
小
学
校
跡

地
の
₉7
％
を
使
用
し
て
ホ
テ
ル
を
建
設
、
隣
の
公
園
地

下
に
体
育
館
を
建
設
し
て
、
住
民
の
避
難
所
と
す
る
計

画
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
住
民
合
意
の
な
い
計
画
を

厳
し
く
追
及
し
、
地
下
体
育
館
計
画
を
撤
回
に
追
い
込

み
ま
し
た
。

　
伏
見
区
小
栗
栖
大
岩
山
の
違
法
開
発
を

発
端
に
、
党
議
員
団
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

求
め
て
き
た
土
砂
条
例
に
つ
い
て
、
市
は

「
制
定
を
検
討
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
土
砂
の
搬
入
を
禁
止
す
る

区
域
を
た
だ
ち
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
埋
め
立
て
の
許

可
を
必
要
と
す
る
基
準
を
京
都
府
基
準
の

3
0
0
0
㎡
で
は
な
く
、
周
辺
自
治
体
と

同
じ
5
0
0
㎡
以
下
と
す
る
等
、
実
効
性

あ
る
条
例
を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

元植柳小学校の地下体育館計画図 敬老乗車証街頭集会

地下体育館



代表質問
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玉本 なるみ 議員

玉本なるみ議員は、９月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

門
川
市
長
３
期
11
年
の

市
政
運
営
を
問
う

　
玉
本
議
員
は
、
門
川
市
長
３
期
11
年
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
、
職
員
削
減
、
自
治
体
業
務

の
民
間
委
託
、
廃
止
、
集
約
化
な
ど
が
行
わ

れ
、
区
役
所
職
員
の
削
減
に
よ
る
災
害
対
応
の

脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱

さ
が
露
呈
し
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。
学
校

等
の
跡
地
を
民
間
企
業
の
儲
け
の
手
段
と
し
て

差
し
出
す
こ
と
で
市
民
の
大
切
な
財
産
を
減
ら

し
、
証
明
書
郵
送
業
務
の
民
間
委
託
で
大
幅
な

遅
延
を
起
こ
し
た
こ
と
を
把
握
も
で
き
な
か
っ

た
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
は
府
内
最
低
、
市
営
保
育
所
廃
止
を
進

め
、
国
民
健
康
保
険
料
は
高
止
ま
り
、
介
護
保

険
料
は
３
年
毎
に
値
上
げ
。
市
民
負
担
を
増
や

す
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
大
型
事
業

を
推
進
す
る
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
経
済
・
雇
用
の
面
で
は
、
非
正
規
雇
用
率
や

事
業
所
の
減
少
率
を
示
し
、
訪
日
観
光
客
誘
致

一
辺
倒
の
方
針
を
や
め
て
、
地
元
企
業
・
中
小

業
者
の
応
援
を
中
心
に
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」

と
職
員
削
減
を
合
理
化
。「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
子
育
て
支
援
だ
」

と
自
慢
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
京
都
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基

調
、
高
い
水
準
の
雇
用
情
勢
、
と
の
認
識
を
示

し
、「
訪
日
観
光
客
誘
致
一
辺
倒
の
方
針
は
持

っ
て
い
な
い
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
等

大
型
公
共
事
業
に
つ
い
て

　
玉
本
議
員
は
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
問
題
に
つ

い
て
質
問
。
鉄
道
建
設
運
輸
機
構
が
示
し
た
想

定
ル
ー
ト
（
※
５
ペ
ー
ジ
図
）
は
幅
４
～
12
㎞
で
、
８

割
が
大
深
度
地
下
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
。
京
都
市

内
の
地
下
に
は
大
き
な
水
瓶
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
1
4
7
万
人
の
市
民
が
住
ん
で
お
り
、

配
慮
す
べ
き
自
然
環
境
、
伏
見
の
酒
蔵
や
井
戸
、

重
要
文
化
施
設
が
多
数
存
在
す
る
な
ど
課
題
は

山
積
。
費
用
や
自
治
体
負
担
も
示
さ
れ
な
い
中

で
進
め
る
の
は
無
責
任
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。
災

害
時
に
必
要
な
の
は
貨
物
輸
送
で
あ
り
、
新
幹

線
開
業
で
経
営
分
離
さ
れ
れ
ば
災
害
時
緊
急
輸

送
に
問
題
が
起
こ
る
懸
念
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
速
道
路
と
し
て
は
断
念
し
た
堀
川

通
の
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
は
見
直
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
つ

い
て
「
き
わ
め
て
重
要
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
だ
と
強
弁
。
建
設
局
長
は
、
堀
川
通
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
（
渋
滞
）
解
消
は
「
喫
緊
の
課
題
、

早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
」
と
の
立
場
を
示

し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
玉
本
議
員
は
、
医
療
が
必
要
な
無
保
険
状
態

の
方
が
相
談
に
来
ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
保

険
証
を
交
付
す
べ
き
と
実
例
を
示
し
て
追
及
。

命
を
助
け
る
こ
と
を
優
先
し
た
運
営
を
求
め
ま

し
た
。
国
保
は
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
は
高
く
、
国
庫
負
担
を

増
や
す
こ
と
が
急
務
だ
と
述
べ
、
見
解
を
質
し

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
を
求

め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
「
3
4
0
0
億
円
の
公
費

拡
充
で
保
険
料
引
き
下
げ
に
つ
な
が
っ
た
」
と

述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

認
定
給
付
業
務
の

民
間
委
託
方
針
撤
回
を

　
玉
本
議
員
は
、
各
区
役
所
で
行
っ
て
い
る
介

護
保
険
の
認
定
給
付
業
務
を
集
約
し
東
京
の
人

材
派
遣
会
社
に
委
託
す
る
方
針
を
批
判
。
制
度

の
根
幹
で
あ
る
要
介
護
認
定
業
務
を
民
間
に
委

託
す
れ
ば
認
定
業
務
に
支
障
が
起
き
、
困
る
の

は
市
民
だ
と
指
摘
し
、
民
間
委
託
を
中
止
し
、

嘱
託
職
員
を
正
職
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
通
り
市

が
責
任
を
も
つ
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、

要
支
援
の
訪
問
介
護
、
生
活
援
助
の
報
酬
を
増

額
す
る
こ
と
、
国
の
要
介
護
１
、
２
の
介
護
給

付
外
し
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
の
導
入
を

　
玉
本
議
員
は
、
加
齢
に
よ
る
難
聴
患
者
が
約

1
千
万
人
と
推
測
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
い
か
ず
、
孤
立
し
て
、
生
活
の
質

や
生
き
る
意
欲
ま
で
低
下
す
る
こ
と
を
示
し
、

補
聴
器
の
購
入
補
助
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
メ
ガ
ネ
と

同
様
に
補
聴
器
を
医
療
扶
助
と
し
て
適
用
す
る

よ
う
国
に
対
し
て
求
め
る
事
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
進
行
す
れ
ば
孤
立
に

よ
る
認
知
症
や
う
つ
病
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘

も
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
が
独
自
の
補
助
に
つ

い
て
は
困
難
と
拒
否
。「
全
国
一
律
の
補
助
の

創
設
、
生
活
保
護
へ
の
適
用
を
要
望
す
る
」
と

の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
玉
本
議
員
は
、
無
償
化
に
伴
っ
て
給
食
を
保

育
か
ら
切
り
離
し
、
副
食
費
を
実
費
負
担
と
し

た
こ
と
を
批
判
。
当
面
、
す
べ
て
の
幼
児
が
無

償
と
な
る
よ
う
国
に
求
め
、
独
自
に
給
食
費
の

無
償
化
に
取
り
組
む
事
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
副
食
材
料
費
は
在
宅
で
子
育

て
し
て
も
必
要
な
も
の
、
各
家
庭
で
負
担
す
べ

き
」
と
独
自
の
無
償
化
は
拒
否
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
問
題
に
つ
い
て

　
玉
本
議
員
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
っ
て
全
国

一
高
い
地
下
鉄
初
乗
り
運
賃
を
さ
ら
に
値
上
げ

す
る
等
、
今
年
度
後
半
だ
け
で
市
民
に
８
億
３

千
万
円
の
負
担
を
押
し
付
け
た
こ
と
を
批
判
。

公
共
料
金
へ
の
上
乗
せ
転
嫁
を
撤
回
せ
よ
と
迫

り
ま
し
た
。

公
的
責
任
投
げ
捨
て
る
市
政
か
ら

市
民
の
い
の
ち
最
優
先
の
市
政
へ
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ほり 信子 議員

ほり信子議員は、９月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

小
学
校
３
年
生
の
35
人
学
級
実
現
を

　
ほ
り
議
員
は
、「
今
、
学
校
は
、
子
ど
も
と

教
職
員
に
と
っ
て
、
楽
し
い
と
こ
ろ
と
言
え
る

の
か
」
と
問
い
か
け
、「
土
日
出
勤
し
な
い
と

仕
事
が
終
わ
ら
な
い
」「
門
川
市
政
に
な
っ
て

か
ら
、
学
級
定
数
の
改
善
は
な
さ
れ
て
い
な

い
」
こ
と
等
を
指
摘
。
今
年
度
、
国
が
小
学
校

２
年
生
の
35
人
学
級
の
財
政
措
置
を
行
っ
た
た

め
、
市
が
２
年
生
に
当
て
て
い
た
財
源
を
、
３

年
生
の
学
級
が
減
少
す
る
見
込
み
だ
っ
た
36
校

へ
当
て
れ
ば
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
提

案
し
、
35
人
学
級
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

①
学
校
任
せ
で
な
く
教
育
委
員
会
と
し
て
教
職

員
の
業
務
を
削
減
し
、
②
定
数
改
善
を
市
長
が

積
極
的
に
国
へ
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
35
人
学
級
を
画
一
的
に
拡
大

す
る
の
は
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
あ
る
取
組
を

妨
げ
る
」
な
ど
と
強
弁
し
ま
し
た
。

免
許
更
新
制
の
中
止
、非
正
規
の
正
規
化
を

　
講
師
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
10
年
毎
の

「
免
許
更
新
制
」
に
つ
い
て
は
、
課
題
を
検
証

し
て
止
め
る
よ
う
国
に
求
め
、
非
正
規
教
職
員

の
正
規
化
、
待
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
免
許
更
新
制
は
有
用
な
制
度
」

「
未
更
新
者
に
は
、
臨
時
免
許
状
で
任
用
が
可

能
」
と
、
冷
た
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
職
員
配
置

　
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
で
は
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
教
職
員
の
配
置
を

求
め
、
家
庭
へ
の
連
絡
に
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
活
用
、
連
絡
体
制
の
確
立
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
、
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
登
校
支

援
に
努
め
て
い
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
へ
居
場
所
の
提
供
を

　
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
、「
学
校
と
の
協

力
関
係
を
構
築
す
る
仕
組
み
な
ど
が
必
要
」
と

の
支
援
団
体
の
考
え
や
、
義
務
教
育
卒
業
後
の

対
応
で
、
府
が
「
早
期
支
援
特
別
班
」
を
設
置

し
た
こ
と
を
紹
介
。
当
事
者
が
社
会
へ
一
歩
踏

み
出
せ
る
居
場
所
の
提
供
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
ロ
を
一
元

化
し
」「
市
社
会
福
祉
審
議
会
に
専
門
分
科
会

を
早
期
に
設
置
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
へ
若
者
の
個
人
情
報
提
供
や
め
よ

　
市
が
「
自
衛
隊
募
集
」
の
要
請
に
応
じ
、
若

者
の
「
宛
て
名
シ
ー
ル
」
を
自
衛
隊
に
提
供
し

た
問
題
で
は
、「
自
治
体
本
来
の
役
割
は
、
若

者
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
加
担
し
な
い

こ
と
で
は
な
い
か
」
と
迫
り
、
個
人
情
報
提
供

の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
文
化
市
民
局
長
は
、
募
集
事
務
は
自
治
体
の

事
務
と
し
て
「
当
然
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

京
都
市
美
術
館
は
市
民
の
た
め
の
施
設
に

　「
京
都
市
美
術
館
」
に
つ
い
て
、
１
９
３
３

年
、
関
西
の
財
界
、
美
術
界
、
市
民
の
寄
付
で

つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
改
め
て
紹
介
。「
市
民
の

た
め
の
美
術
館
と
し
て
継
続
さ
れ
る
の
か
」
と

質
し
、
使
用
団
体
等
か
ら
怒
り
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
使
用
料
２
倍
の
値
上
げ
問
題
（
有
料
展

覧
会
）
等
を
指
摘
。
搬
出
入
の
大
型
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
公
募
団
体
等
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
、
直
営
を
堅
持
し
、
利
用
者
の
意
見
を
聞

い
て
運
営
の
あ
り
方
の
検
討
、
学
芸
員
を
増
員

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
円
滑
に

搬
出
入
で
き
る
よ
う
、
運
用
方
法
を
検
討
し
て

い
る
」
と
答
弁
。
学
芸
員
は
、「
民
間
を
含
め

11
名
へ
倍
増
し
た
」「
世
界
に
誇
る
『
京
都
市

京
セ
ラ
美
術
館
』
を
目
指
す
」
な
ど
と
答
弁
し

ま
し
た
。

未
指
定
文
化
財
等
に
も
助
成
を

　
昨
年
の
台
風
で
倒
壊
し
た
広
沢
の
池
の
壹い

ち

美び

白は
く

弁べ
ん
ざ
い
て
ん

財
天
の
社
な
ど
、
未
指
定
文
化
財
の
修
復

へ
助
成
す
る
こ
と
を
要
求
。
ま
た
、「
七
つ
塚

古
墳
」
な
ど
が
市
民
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
案
内
板
等

の
設
置
を
含
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
未
指
定
文
化
財
の
助
成
に
つ
い

て
、
壹
美
白
弁
財
天
の
社
に
は
利
用
で
き
な
い

制
度
を
紹
介
す
る
と
い
う
不
誠
実
な
答
弁
を
行

い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
学
区
に
学
童
保
育
所
の
設
置
を

　
昨
年
度
、
市
の
「
放
課
後
の
過
ご
し
方
に
関

す
る
調
査
」
で
は
、
学
童
保
育
に
つ
い
て
「
学

校
と
離
れ
た
場
所
へ
の
移
動
が
心
配
」「
す
し

詰
め
状
態
」「
職
員
が
少
な
す
ぎ
る
」
等
の
切

実
な
声
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
12
小
学
区

に
学
童
ク
ラ
ブ
が
な
い
た
め
、
全
て
の
学
区
に

一
児
童
館
な
い
し
は
学
童
保
育
所
の
設
置
、
陳

情
が
出
さ
れ
た
南
太
秦
学
区
へ
の
設
置
と
指
導

員
の
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
は
、「
実
態
調

査
の
結
果
、
学
童
ク
ラ
ブ
等
子
ど
も
の
居
場
所

や
乳
幼
児
中
心
の
親
子
の
居
場
所
等
、
必
要
な

機
能
確
保
が
重
要
」
と
し
な
が
ら
「
ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
図
る
」と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
教
職
員
に
と
っ
て
、 

楽
し
い
学
校
に

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
へ
居
場
所
の
提
供
を

教育委員会資料より作成児童生徒数は教育調査統計による
京都市議会報告　2019年 9 月　作成／日本共産党京都市会議員団

不登校児童（30日以上）の推移
小学校
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京
都
の
地
域
経
済
を
元
気
に
し
、安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
、災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
！ 

全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給
食
の
実
施
を
！

かまの 敏徳 議員

かまの敏徳議員は、９月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

　
か
ま
の
議
員
は
ま
ず
、
山
中
渡
元
市
議
の
後

継
と
し
て
、
大
企
業
応
援
か
ら
市
民
生
活
応
援

の
市
政
へ
の
転
換
の
た
め
に
、
公
約
実
現
に
全

力
を
挙
げ
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

京
都
の
地
域
経
済
を

元
気
に
す
る
た
め
に

　
中
小
零
細
企
業
支
援
で
は
、
京
都
の
事
業
所

減
少
率
（
２
０
０
９
年
～
２
０
１
６
年
）
が

12
・
７
％
で
政
令
市
で
ワ
ー
ス
ト
２
、
小
売
業

事
業
所
数
減
少
率
（
１
９
９
９
年
～
２
０
１
６

年
）
が
33
％
と
の
実
態
を
示
し
、
東
京
荒
川
区

が
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
職
員
も
参
加
す
る
中

小
零
細
企
業
実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
局
長
は
、「
景
況
調
査
や
経
営
相

談
を
実
施
し
、
区
役
所
や
業
界
団
体
か
ら
現
状

を
把
握
し
振
興
策
に
つ
な
げ
て
い
る
」
と
し
、

実
態
調
査
の
必
要
性
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
地
域
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る

地
元
商
店
街
の
声
を
紹
介
し
「
商
店
街
振
興
条

例
」
の
具
体
化
、
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
局
長
は
具
体
的
な
対
応
策
は
示
さ

ず
、
現
在
あ
る
補
助
制
度
等
を
述
べ
る
だ
け
で

し
た
。

　
ま
た
、
労
働
者
の
賃
金
実
態
、
最
低
賃
金
引

き
上
げ
と
そ
の
経
済
効
果
を
示
し
、
そ
れ
を
可

能
と
す
る
た
め
の
中
小
企
業
支
援
策
を
国
に
求

め
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
局
長
は
、「
最
低
賃
金
は
国
が
判

断
す
る
も
の
」
と
国
ま
か
せ
の
答
弁
、
財
政
担

当
局
長
は
、
中
小
企
業
の
負
担
を
理
由
に
「
賃

金
条
項
創
設
の
意
思
は
な
い
」「
分
離
分
割
発

注
な
ど
で
下
支
え
を
行
っ
て
い
る
」
な
ど
と
実

態
を
見
な
い
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　
京
都
市
が
行
え
る
直
接
賃
金
引
き
上
げ
策
と

し
て
、
公
契
約
条
例
へ
の
賃
金
条
項
創
設
と

「
下
限
値
」
の
設
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
正
規
の
35
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
給
与
の
非
正

規
労
働
者
の
実
態
を
示
し
、市
自
ら
の
正
規
化

へ
の
努
力
と
雇
用
担
当
部
署
の
復
活
を
求
め
ま

し
た
。

　
産
業
観
光
局
長
は
、
非
正
規
率
の
高
い
観
光

関
連
産
業
へ
の
相
談
・
支
援
活
動
等
を
あ
げ
、

現
状
の
体
制
の
ま
ま
で
の
雇
用
政
策
を
述
べ
る

だ
け
で
し
た
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

　
下
京
区
の
元
植
柳
校
跡
地
を
外
国
資
本
の
ホ

テ
ル
用
地
と
し
て
提
供
す
る
計
画
と
地
下
体
育

館
避
難
所
計
画
は
市
長
自
身
の
政
治
姿
勢
が
問

わ
れ
る
と
指
摘
し
、
撤
回
し
て
、
住
民
の
声
を

生
か
し
た
跡
地
活
用
計
画
策
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
地
元
か
ら
要
望
さ
れ
た
内
容
を

踏
ま
え
答
申
を
受
け
業
者
選
定
し
た
。
地
下
避

難
所
は
他
に
も
例
が
あ
る
」
な
ど
と
し
、
計
画

の
撤
回
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　
門
川
市
政
の
「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」

が
引
き
起
こ
し
て
い
る
実
態
を
、
地
元
下
京
区

の
菊
浜
学
区
の
事
態
を
示
し
な
が
ら
、
宿
泊
施

設
の
数
と
立
地
規
制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
地
域
と
の
調
和
や
地
域
の
活
性

化
、
文
化
の
継
承
に
つ
な
が
る
施
設
は
歓
迎
す

る
が
、
そ
う
で
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
控
え
て
頂

き
た
い
」
と
述
べ
る
も
の
の
、
宿
泊
施
設
の
総

量
規
制
な
ど
具
体
策
に
は
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
新
景
観
政
策
の
見
直
し
と
し
て
、
①
高
さ
・

容
積
率
・
建け

ん
ぺ
い蔽

率
の
緩
和
、
②
高
さ
規
制
の

「
特
例
許
可
制
度
」
の
簡
素
化
に
よ
る
規
制
緩

和
方
針
は
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
局
長
は
「
検
討
委
員
会
か
ら
の
答

申
を
受
け
規
制
の
見
直
し
、
特
例
許
可
制
度
の

有
効
な
活
用
を
図
る
も
の
」
と
答
え
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
リ
ニ
ア
新
幹
線
や
北
陸
新
幹
線
等
の
大
型
開

発
で
は
な
く
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
災
害

対
策
と
し
て
、
指
定
避
難
所
の
環
境
整
備
・
改

善
を
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
監
は
、「
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
備
蓄
計
画
を
改
定
、
充
実
し
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
や
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
資
機
材
供
給

に
よ
り
充
実
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
役
所
職
員
の
削
減
方
針
を
改
め
、

災
害
対
応
の
た
め
に
区
役
所
職
員
を
増
や
す
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
子
ど
も
は
く
ぐ
み
室
等
の
増
員
、

地
域
力
推
進
室
の
配
置
す
る
な
ど
体
制
の
充
実

強
化
を
し
、
局
区
を
横
断
す
る
支
援
体
制
を
構

築
し
体
制
確
保
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給
食
の
実
施
を

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
よ
う

な
温
か
い
全
員
制
の
給
食
の
実
施
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

　
教
育
長
は
「
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施

に
は
1
8
0
億
円
も
の
予
算
が
必
要
。
他
に
優
先

す
べ
き
課
題
も
多
く
困
難
だ
」
と
拒
否
し
ま
し
た
。

非正規雇用者率
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。
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加
藤
議
員
は
、
近
年
、
多
発
す
る
災
害
に
対
し
て
、

予
算
、
職
員
体
制
、
防
災
、
避
難
、
公
共
事
業
の
在
り

方
な
ど
す
べ
て
を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で

は
な
い
災
害
対
策
を
早
急
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
門
川
市
長
に
な
っ
て
災
害
対
策
の
最

前
線
に
あ
る
区
役
所
職
員
を
６
８
９
人
も
削
減
し
、
避

難
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
も
市
職
員
は
配
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
地
元
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
る
実
態
を
指
摘
。
政

令
市
で
も
５
市
が
避
難
所
に
常
駐
職
員
を
配
置
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
職
員
削
減
が
自
治
体
の
防
災
力
を
弱

め
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
定
避
難
所
も
、
最
大
想
定
避
難
者
数
の
半

　
平
井
議
員
は
、
名
目
賃
金
、
実
質
賃
金
と
も
連
続
し

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
を
示
し
、
政
府
の

景
気
の
基
調
判
断
は
「
下
げ
止
ま
り
」
か
ら
「
悪
化
」

に
下
方
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
京
都
市

は
「
緩
や
か
な
回
復
基
調
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
追

及
。
副
市
長
は
米
中
貿
易
摩
擦
等
と
消
費
税
の
改
定
の

影
響
な
ど
か
ら
不
透
明
感
も
漂た

だ
よっ

て
お
り
、
ゆ
る
や
か

な
回
復
基
調
だ
が
注
視
が
必
要
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま

　
と
が
し
議
員
は
、
原
発
マ
ネ
ー
の
還
流
疑
惑
の
報
道

後
、
市
は
「
現
状
で
は
、
再
稼
働
を
議
論
す
る
余
地
は

な
い
」
と
答
弁
し
た
が
、「
不
十
分
だ
」
と
し
、「
全
て

の
稼
働
停
止
」
を
市
長
か
ら
要
請
す
る
よ
う
要
求
。
原

発
の
電
力
が
優
先
給
電
さ
れ
る
仕
組
み
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
国
に
「
原
発
即
時
ゼ
ロ
」
を
求
め
た
上
で
、
30

分
し
か
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
乳

幼
児
な
ど
要
配
慮
者
の
円
滑
な
受
入
や
ト
イ
レ
の
洋
式

化
（
未
56
カ
所
）、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ト
の
配
備
等
、
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
深
度
地
下
掘

削
の
影
響
、
住
環
境
、
地
下
水
、
文
化
財
へ
の
影
響
な

ど
を
市
独
自
に
検
証
す
る
姿
勢
も
な
く
事
業
を
推
進
し

よ
う
と
い
う
の
は
、
環
境
行
政
の
思
考
停
止
状
態
だ
と

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
の
も
と

進
め
て
き
た
民
間
委
託
に
よ
っ
て
、
証
明
郵
送
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
遅
延
を
発
生
さ
せ
た
。
介
護
保
険
認
定

給
付
業
務
の
民
間
委
託
計
画
も
混
乱
必
至
で
あ
り
、
公

的
責
任
の
放
棄
を
進
め
自
治
体
業
務
を
市
外
企
業
の
儲

け
の
場
に
提
供
す
る
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
厳
し
く
指
摘

し
ま
し
た
。

た
、
平
井
議
員
は
、
時
給
９
０
９
円
で
は
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
も
年
収
１
８
０
万
円
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
で

は
暮
ら
せ
な
い
、
き
っ
ち
り
と
国
に
引
き
上
げ
を
求
め

る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
が
、
副
市
長
は
、
国
で
判
断

す
べ
き
、
と
繰
り
返
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
消
費
税
増

税
は
「
国
の
失
政
」
と
述
べ
た
上
、
国
に
中
止
を
求
め
、

京
都
市
は
市
民
へ
の
増
税
を
や
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
京
都
市
は
中
小
企
業
の
実
態
を
つ
か

ん
で
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
苦
境
に
あ
え
い
で
い
る
企
業

に
処
方
箋
を
打
て
て
い
な
い
と
指
摘
。
副
市
長
は
経
営

相
談
を
し
て
い
る
、
努
力
を
怠
ら
ず
行
っ
て
い
く
。
指

摘
さ
れ
た
市
の
施
策
が
「
伝
わ
っ
て
い
な
い
」
こ
と
は

同
じ
条
件
は
難
し
い
」
と
し
つ
つ
「
生
活
の
足
で
あ
り

市
民
の
足
で
あ
る
の
は
そ
の
通
り
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
井
上
議
員
は
、「
命
の
水
」
を
守
る
た
め
に

市
長
は
水
道
事
業
の
公
営
堅
持
を
言
明
せ
よ
と
追
及
。

副
市
長
は
、「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
（
事
実
上
の
民

営
化
）
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
そ
う
い
う
状
況
の
中

で
導
入
の
予
定
は
な
い
」
と
断
言
を
避
け
ま
し
た
。
井

上
議
員
は
、
市
の
水
道
事
業
に
世
界
の
水
メ
ジ
ャ
ー
の

ヴ
ェ
オ
リ
ア
が
委
託
を
受
け
、
参
入
を
拡
大
し
て
い
る

事
実
を
示
し
、「
公
営
企
業
の
本
来
の
目
的
は
公
共
の

福
祉
増
進
。
水
は
人
権
、
水
は
福
祉
、
水
は
命
だ
」
と

公
営
堅
持
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

年
に
向
け
た
石
炭
火
力
の
計
画
的
廃
止
、
再
エ
ネ
の
４

割
へ
の
引
上
げ
等
を
要
求
。
国
よ
り
も
高
い
目
標
を
掲

げ
て
き
た
京
都
市
が
普
及
へ
の
「
先
導
役
に
な
る
べ
き

だ
」
と
迫
り
、
送
電
事
業
者
の
買
い
取
り
義
務
の
復
活
、

再
エ
ネ
の
優
先
接
続
・
系
統
増
強
の
義
務
づ
け
、
助
成

制
度
の
改
善
な
ど
、
具
体
的
に
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

堀
川
通
の
地
下
バ
イ
パ
ス
の
計
画
は
、
温
暖
化
対
策
に

全
く
逆
行
す
る
た
め
中
止
し
、
全
面
的
に
交
通
量
を
抑

制
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
原
発
に
つ
い
て
稼
働
停
止
を
要
請
す
る

よ
う
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

北
陸
新
幹
線
な
ど
大
型

事
業
よ
り
、
災
害
か
ら

い
の
ち
守
る
市
政
へ
の

転
換
を

中
小
業
者
の
実
態
調
査

を
行
い
、
求
め
ら
れ
る

支
援
を

市
民
の
交
通
権
保
障
を
！

水
道
は
公
営
堅
持
で

「
命
の
水
」
を
守
れ
！

原
発
マ
ネ
ー
還
流
許
す
な

全
て
稼
働
停
止
の
要
請
を

　
井
上
議
員
は
「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
は
生
活
必
需
品
。

移
動
の
権
利
、
交
通
権
と
し
て
公
的
に
保
障
さ
れ
る
べ

き
」
と
質
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
交
通
権
と
い
う
考

え
方
は
具
体
的
な
権
利
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
」
と
市
民
の
願
い
に
も
時
代
の
流
れ
に
も
逆
行
す
る

答
弁
。
井
上
議
員
は
「
運
賃
や
乗
り
替
え
な
ど
、
住
ん

で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
交
通
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
追
及
。
副
市
長
は
「
経
営
の
立
場
か
ら
は
全
く

残
念
で
あ
り
、
極
力
そ
う
い
う
こ
と
は
減
ら
し
て
い
き

た
い
、
と
答
弁
。
平
井
議
員
は
、
手
書
き
友
禅
に
従
事

し
て
い
た
40
代
の
方
の
話
を
紹
介
し
、「
世
界
に
誇
る

べ
き
と
い
う
な
ら
ば
、
伝
統
産
業
全
体
に
目
を
向
け
、

そ
の
産
業
の
発
展
を
常
に
支
援
す
べ
き
だ
」
と
強
調
。

市
民
の
懐
を
あ
た
た
め
る
の
が
、
京
都
市
の
役
割
で
あ

り
、
中
小
企
業
、
商
業
者
や
伝
統
産
業
へ
の
基
礎
調
査

を
す
す
め
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

井上けんじ
議員

加藤 あい
議員

平井 良人
議員

とがし 豊
議員
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や
ま
ね
議
員
は
冒
頭
「
京
都
市
が
市
内
旅
館
の
数
を

集
計
せ
ず
、
稼
働
率
調
査
も
行
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を

指
摘
。
改
善
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
市
長
が

就
任
後
、
ホ
テ
ル
は
３
倍
、
簡
易
宿
所
が
14
倍
に
激

増
」
し
た
こ
と
を
示
し
「
市
方
針
の
結
果
だ
」
と
厳
し

く
指
摘
。
市
長
は
「
４
～
５
年
前
は
宿
泊
施
設
が
足
り

な
か
っ
た
」
と
弁
解
し
つ
つ
、「
数
は
満
た
さ
れ
て
き

て
い
る
。
地
域
と
調
和
し
な
い
、
京
都
文
化
の
継
承
に

つ
な
が
ら
な
い
施
設
は
遠
慮
し
て
頂
き
た
い
と
経
済
団

　
く
ら
た
議
員
は
、
京
都
市
も
会
員
で
あ
る
近
畿
国
民

健
康
保
険
者
協
議
会
が
、
国
保
財
政
へ
の
さ
ら
な
る
公

費
投
入
に
つ
い
て
、
国
へ
要
望
行
動
を
行
っ
た
こ
と
を

紹
介
。
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
こ
と
、
市

の
国
保
事
業
決
算
が
黒
字
で
あ
る
な
ら
、
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
市
民
が
納
め

た
保
険
料
を
原
資
と
す
る
財
源
を
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
た
こ
と
は
、
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
り
、
行
政
の
大

な
い
」
と
応
益
負
担
の
方
針
を
ご
ま
か
す
答
弁
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
河
合
議
員
は
、
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
と
同

時
に
、
給
食
副
食
費
が
実
費
徴
収
と
さ
れ
た
問
題
で
、

「
給
食
は
保
育
の
一
環
」
と
主
張
。
本
来
国
が
負
担
す

べ
き
だ
が
市
と
し
て
も
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
拡
充
さ
れ
た
も
の
の
、

市
民
へ
の
周
知
が
不
十
分
で
あ
り
、
医
療
機
関
に
申
請

用
紙
を
置
く
こ
と
、
20
年
間
変
わ
っ
て
い
な
い
「
通
院

医
療
費
の
無
料
拡
充
」
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
と
協

議
し
改
善
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
の
「
拡
充
・

誘
致
方
針
」
を
撤
回
し
、

旅
館
へ
の
支
援
を

公
費
投
入
で

保
険
料
引
き
下
げ
を

介
護
嘱
託
１
３
０
人
の

解
雇
や
め
よ

現
行
の
敬
老
乗
車
証
制

度
を
守
り
拡
充
を

子
育
て
支
援
の
充
実
を

体
に
要
請
に
回
っ
て
い
る
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
続
い
て
、
や
ま
ね
議
員
は
「
京
都
の
ま
ち
・
住
民
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
観
光
客
や
宿
泊
施
設
の
総

量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
」
と
迫
り
ま
し
た
が
、
市
長
は

「
自
由
主
義
経
済
の
中
で
規
制
は
な
か
な
か
難
し
い
」

と
弁
解
。
さ
ら
に
、
や
ま
ね
議
員
の
「
火
災
発
生
時
や

旅
行
者
の
急
病
時
、
管
理
者
が
施
設
内
に
い
る
か
10
分

後
に
駆
け
つ
け
る
か
、
ど
ち
ら
が
安
全
か
」
と
の
質
問

に
も
全
く
答
え
ら
れ
ず
、「
市
民
生
活
と
宿
泊
施
設
の

調
和
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
く
り
返
す

ば
か
り
。
市
民
と
旅
行
者
の
安
全
を
軽
視
す
る
姿
勢
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

き
な
変
質
」
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
介
護
認
定
・
給
付
業
務
を
民
間
委
託
し
よ
う
と
し
て

い
る
問
題
で
は
、
今
年
民
間
委
託
し
た
証
明
郵
送
サ
ー

ビ
ス
業
務
の
遅
滞
問
題
の
重
大
性
を
認
識
し
て
い
な
い

と
指
摘
。
認
定
給
付
業
務
が
、
申
請
者
や
事
業
者
へ
の

正
確
な
対
応
、
法
制
度
の
理
解
な
ど
専
門
的
か
つ
市
民

の
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
。
１
３
０
人
の

解
雇
と
民
間
委
託
方
針
は
撤
回
し
、
公
の
責
任
で
行
う

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
費
削
減
に
対
す
る
市
の
認
識
を
質

し
、
国
へ
反
対
の
態
度
を
と
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
介
護
認
定
業
務
を
「
持
続
可
能
に
す
る

た
め
」
と
言
い
訳
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
市
長
が
敬
老
乗
車
証
制
度
を
改
悪
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
活
動
を
制
限
す
る
も

の
と
批
判
。
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
現
状
維
持
」
を

求
め
る
声
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
、
応
益
負
担
に
改
悪

す
る
考
え
の
撤
回
と
、
民
間
バ
ス
と
の
共
用
を
求
め
ま

し
た
。

　
副
市
長
は
、「
撤
回
す
る
な
ど
方
針
も
決
ま
っ
て
い

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
元
植
柳
小
跡
地
は
地
下
体
育
館
計

画
の
撤
回
の
中
で
、
ホ
テ
ル
建
設
計
画
そ
の
も
の
を
撤

回
し
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
計
画
を
考
え
直
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　「
持
続
可
能
な
都
市
構
築
プ
ラ
ン
」
と
「
新
景
観
政

策
の
更
な
る
進
化
」
で
京
都
駅
周
辺
に
お
い
て
高
さ
規

制
の
緩
和
な
ど
で
都
市
機
能
の
集
積
化
を
図
る
と
し
て

い
る
が
、
新
景
観
政
策
に
反
す
る
こ
と
、
一
部
の
大
企

業
や
投
資
家
の
利
益
優
先
の
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
る

と
指
摘
。
見
直
し
の
理
由
と
す
る
「
若
年
子
育
て
層
の

市
外
へ
の
転
出
」「
市
民
の
働
く
場
の
市
外
へ
の
シ
フ

ト
」
を
解
決
し
よ
う
と
考
え
る
な
ら
、
中
小
零
細
業
者
、

商
店
街
支
援
を
本
気
で
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
立
地
適
正
化
計
画
で
「
居
住
誘
導
区
域
」
か
ら
外
さ

れ
た
周
辺
部
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
危
険
性
を
指
摘
し

ま
し
た
。

学
校
跡
地
は
地
域
の
活
動

拠
点
と
し
て
活
用
を

高
さ
規
制
の
緩
和
な
ど
で

大
型
開
発
の
誘
導
や
め
よ

やまね智史
議員

くらた共子
議員

河合ようこ
議員

ひぐち英明
議員
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鈴
木
議
員
は
、
選
択
制
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
利

用
率
は
低
下
し
て
お
り
、
残
飯
が
多
い
、
利
用
は
ク
ラ

ス
で
一
人
か
二
人
、
就
学
援
助
制
度
が
生
か
さ
れ
ず
、

貧
困
対
策
と
も
か
け
離
れ
て
い
る
と
指
摘
。
コ
ン
ビ
ニ

弁
当
、
お
に
ぎ
り
、
菓
子
パ
ン
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
ご

飯
と
ふ
り
か
け
持
参
の
中
学
生
が
い
る
、
と
実
態
を
突

き
つ
け
、
全
員
制
の
給
食
実
施
こ
そ
優
先
課
題
だ
と
求

め
ま
し
た
。

全
員
制
の
温
か
い
中
学

校
給
食
を
、
₃₅
人
学
級

の
拡
大
、
若
者
支
援
を

　
副
市
長
は
、「
家
庭
の
事
情
に
よ
ら
ず
自
由
に
選
ん

で
い
た
だ
け
る
完
全
自
由
選
択
制
」
と
強
弁
。「
ど
っ

ち
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
し
な
が

ら
、「
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
鈴
木
議
員
は
、
今
年
か
ら
国
で
小
学
校
２
年
生
の
35

人
学
級
の
予
算
が
つ
い
た
こ
と
で
３
年
生
に
35
人
学
級

を
拡
大
で
き
る
は
ず
だ
と
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は

「
政
令
市
で
は
最
高
水
準
の
指
導
体
制
」
と
開
き
直
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
を
直
接
応
援
す
る
給
付
制
奨
学
金
制
度

の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
門
川
市
長
の
「
乾
い
た
タ
オ
ル
を
絞

る
よ
う
な
更
な
る
行
革
」
の
も
と
、
市
長
3
期
目
の
６

０
０
億
円
の
目
標
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
社
会
福
祉
関
連

経
費
を
削
減
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
暮
ら

し
に
直
結
す
る
施
策
を
後
退
さ
せ
て
き
た
と
指
摘
。
そ

の
結
果
、
子
ど
も
の
医
療
費
は
無
料
の
対
象
３
歳
未
満

が
20
年
間
変
わ
ら
ず
、
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施

も
給
付
制
奨
学
金
の
創
設
も
拒
否
、
少
人
数
学
級
は
門

川
市
長
に
な
っ
て
一
度
も
拡
充
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
潜

在
的
待
機
児
童
は
毎
年
５
０
０
人
以
上
発
生
し
て
い
る

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼

み
で
は
、
京
都
財
政
も

地
元
業
者
も
潤
わ
ず

こ
と
を
指
摘
。
自
治
体
と
し
て
公
的
責
任
の
放
棄
だ
と
、

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
消
費
額
１
・
３
兆
円
と
強
調
す
る
が
、

30
年
度
の
法
人
市
民
税
収
入
は
全
体
で
は
前
年
度
比
72

億
円
増
収
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
観
光
関
連
産
業
（
ホ

テ
ル
、
旅
館
、
料
理
店
）
は
６
千
万
円
の
減
収
と
い
う

事
実
を
紹
介
、
京
都
市
財
政
と
京
都
経
済
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
し
、
現
場
に
は
実
感
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
京
都
市
の
観
光
関
連
業
種
の
中
で
の

非
正
規
率
は
80
％
と
圧
倒
的
に
高
く
、
観
光
消
費
が
働

く
労
働
者
に
還
元
さ
れ
ず
、
地
域
に
循
環
さ
れ
て
い
な

い
実
態
を
指
摘
し
ま
し
た
。
市
が
、
産
業
連
関
表
に
も

と
づ
く
経
済
波
及
効
果
を
示
し
た
数
字
は
、
２
０
１
１

年
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
経
済
状
況
を
示
し
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●
行
財
政
局

• 

宿
泊
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
事
業
者

に
対
し
許
可
状
な
し
の
強
制
調
査
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
税
の
徴
収
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

●
陳
情
審
査

• 

元
植
柳
小
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
避
難
所

と
し
て
の
地
下
体
育
館
計
画
の
撤
回
を
う
け
、

契
約
候
補
事
業
者
の
資
格
の
取
り
消
し
を
求
め

た
。

●
消
防
局

• 

新
北
消
防
署（
仮
称
）新
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

 　

大
宮
交
通
公
園
を
縮
小
し
て
北
消
防
署
を
新

築
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
住
民
・
関
係
者

へ
の
説
明
と
合
意
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
反
対
し
た
。

●
請
願
審
査

　「
消
費
税
増
税
に
対
す
る
反
対
表
明
」

　

 　

日
本
共
産
党
、
維
新
以
外
の
会
派
は
、
請
願

者
本
人
に
よ
る
主
旨
説
明
に
つ
い
て
も「
必
要

な
し
」と
認
め
ず
。
６
４
２
人
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
請
願
に
対
し
、
日
本
共
産
党
以
外
の
す
べ
て

の
会
派
が
反
対
。

• 

西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
工
事

の
請
負
契
約
締
結
で
は
、
第
一
種
公
認
に
必
要

な
基
準
に
つ
い
て
質
問
。
２
０
１
９
年
10
月
工

事
着
工
、
２
０
２
０
年
12
月
工
事
完
了
予
定

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
塗
装
や
天
然
芝
舗
装
な

ど
必
要
な
工
事
で
あ
り
、
問
題
な
し
。

• 

上
京
区
、
左
京
区
、
伏
見
区
の
各
総
合
庁
舎
整

備
等
事
業
実
施
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
コ
ス
ト
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
大
企
業
し
か
参
入
で
き
な
い

と
質
し
、
今
後
は
や
め
る
べ
き
と
主
張
。
左
京

区
役
所
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
求
め
た
。

• 

客
引
き
行
為
等
の
禁
止
等
の
条
例
の
改
正
案
に

関
す
る
意
見
募
集
の
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
さ

れ
た
。

• 「
京
都
市
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
ア
ク
シ
ョ

ン
〜
プ
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
12
〜
」に
つ
い
て

は
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
な
ど
具
体
的
な
制
度
の
導

入
と
大
胆
な
取
組
な
ど
を
求
め
た
。

• 「
家
庭
ご
み
袋
代
の
値
下
げ
」請
願
に
つ
い
て

は
、
請
願
者
か
ら
趣
旨
説
明
の
申
請
が
あ
っ
た

が
、
共
産
党
以
外
の
政
党
が
認
め
ず
、
共
産
党

議
員
が
請
願
の
趣
旨
を
説
明
。
質
疑
を
通
し

て
、
値
下
げ
し
て
も
ご
み
減
量
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
共
産
党
は

継
続
審
議
を
求
め
た
が
、
共
産
党
以
外
の
政

党
・
会
派
が
不
採
択
を
主
張
。

• 

西
京
区
の
大
原
野
南
春
日
町
の
産
業
廃
棄
物
の

撤
去
を
求
め
た
。
地
元
地
域
と
の
協
議
状
況
と

事
業
者
へ
の
指
導
状
況
な
ど
を
質
し
た
。
自
民

党
か
ら
も
撤
去
す
る
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

●
保
健
福
祉
局

• 

衛
生
環
境
研
究
所
の
移
転
に
伴
い
、
市
立
病
院

と
の
連
携
等
の
後
退
が
な
い
こ
と
を
確
認
。

• 

近
鉄
竹
田
・
向
島
間
へ
の
敬
老
乗
車
証
の
適
用

拡
大
を
求
め
る
。（
請
願
）

• 

社
会
福
祉
会
館
入
居
団
体
の
一
時
移
転
先
の
確

保
に
つ
い
て
、
元
待
賢
小
の
空
調
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
飲
料
水
確
保
に
責
任
を
持
つ
べ
き
。

（
陳
情
）

• 

住
宅
密
集
地
で
４
棟
の
小
規
模
宿
泊
施
設
を

別
々
に
許
可
を
受
け
常
駐
義
務
を
免
れ
る
や
り

方
は
脱
法
的
手
法
。
許
可
し
な
い
こ
と
を
求
め

る（
陳
情
）。
常
駐
を
義
務
づ
け
る
べ
き

• 

動
物
の
多
頭
飼
育
や
虐
待
、
特
定
動
物
の
飼

育
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
不
適
切
な
飼
育
に
対

す
る
丁
寧
な
対
応
と
指
導
を
求
め
る
。

• 

生
活
保
護
世
帯
へ
の
夏
季
の
電
気
代
補
助
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
体
制
充
実
を
求
め
る
。

• 

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
病
床
再
編
統
合
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
も
意
見
を
言
う
べ
き
。

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

• 

児
童
館
・
学
童
保
育
所
等
の
運
営
は
指
定
管
理

者
制
度
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
少
な
く
と
も
非

公
募
に
す
べ
き
。

• 

来
年
度
か
ら
の「
新
た
な
子
ど
も
若
者
総
合
計

画（
仮
）」の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
。
子
ど
も
た
ち
に
意
見
を
聞
く
よ
う
求
め

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
生
か
し
､
医
療
費

等
経
済
的
支
援
拡
大
の
方
向
、
障
害
児
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
充
実
を
。
保
育
の
量
の
目
標
に

つ
い
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
位
置
づ
け
、
学
童
保

育
職
員
の
確
保
、面
積
基
準
の
厳
守
に
つ
い
て
。

• 

聚
楽
保
育
所
の
民
間
移
管
は
行
わ
ず
、
保
護
者

の
要
望
を
受
け
と
め
た
対
応
を
。

• 

福
祉
医
療
の
拡
充
を
求
め
る（
陳
情
）

• 

朱
一
学
区
に
学
童
保
育
設
置
を
求
め
る（
陳
情
）

• 

幼
保
無
償
化
に
伴
い
副
食
材
料
費
を
補
助
す
る

べ
き

• 

学
校
・
教
育
施
設
の
整
備
、
グ
ラ
ン
ド
の
水
は

け
等
改
修
を
適
切
に
行
う
よ
う
求
め
る
。

●
都
市
計
画
局

• 

ら
く
な
ん
進
都
鴨
川
以
北
産
業
集
積
地
区
建
築

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
• 

京
都
市
市
街
地
景
観
整
備
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

先
斗
町
地
区
の「
屋
外
広
告
物
等
特
別
規
制
地

区
」へ
の
指
定
及
び「
屋
外
広
告
物
等
景
観
整
備

計
画
」策
定
市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

• 

請
願
・
無
鄰
菴
庭
園
か
ら
の
眺
望
を
保
全
す
る

た
め
の
市
民
提
案
を
生
か
せ

• 

京
都
市
土
砂
条
例
制
定
に
つ
い
て

• 

市
営
住
宅
共
益
費
を
家
賃
と
一
括
徴
収
と
共
益

費
算
定
方
法
に
つ
い
て

●
建
設
局

• 

植
松
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

• 

国
が
卸
売
市
場
法
を
変
え
て
、
市
場
の
民
営
化

を
可
能
に
し
、
規
制
緩
和
で
大
手
企
業
が
利
益

を
得
や
す
い
仕
組
み
に
し
ま
し
た
。
京
都
市
は

公
営
を
守
り
つ
つ
、
規
制
緩
和
の
方
向
に
沿
っ

た
条
例
改
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
、
今
ま
で
の
市
と
関
係
者
の
努
力
を
評
価
し

つ
つ
、改
正
案
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

• 

そ
の
他
、「
針
葉
樹
人
工
林
の
風
倒
木
被
害
地

に
お
け
る
森
林
再
生
指
針
」、「
就
労
・
奨
学
金

返
済
一
体
型
支
援
事
業
」、「
地
下
鉄
駅
職
員
業

務
受
託
事
業
者
選
定
結
果
」「
市
バ
ス
の
混
雑

対
策
」な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
、
災
害
対
策
の

効
果
的
な
推
進
、
学
生
や
事
業
者
支
援
事
業
の

周
知
の
強
化
、
バ
ス
の
混
雑
対
策
へ
の
さ
ら
な

る
努
力
を
求
め
、
市
の
仕
事
の
民
間
化
が
広
が

っ
て
い
る
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₉
年
₁₀
月
₂₁
日
︶

文
化
環
境
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₉
年
₁₀
月
₂₁
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₉
年
₁₀
月
₂₁
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₉
年
₁₀
月
₂₃
日
︶

産
業
交
通
水
道
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₉
年
₁₀
月
₂₃
日
︶

常任委員会トピックス

鈴木とよこ
議員

井坂 博文
議員
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山
田
議
員
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
第
一

に
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
大
型
開
推
進
の
一
方
で
、

「
京
プ
ラ
ン
」
後
期
実
施
計
画
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
、

福
祉
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
、
市
民
生
活
に

痛
み
を
押
し
つ
け
た
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
国
保
世
帯
の
所
得
は

低
く
、
保
険
料
が
払
え
な
い
市
民
に
対
し
て
、
債
権

の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
る
が
、
黒
字
分
を
基
金

に
積
み
立
て
る
の
で
な
く
負
担
軽
減
に
こ
そ
使
う
べ

き
と
強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
公
費
投
入
を
増

や
し
て
国
保
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
少
子
化
対
策

に
逆
行
す
る
均
等
割
は
減
免
を
行
う
よ
う
主
張
し
ま

し
た
。
子
育
て
支
援
で
は
、
全
員
制
の
中
学
校
給
食

の
実
施
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
拡
充
、
認
可
保
育
所

の
増
設
を
訴
え
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
国
の
「
地
方
創
生
」「
自
治
体
戦
略
２

０
４
０
構
想
」
を
持
ち
込
み
、「
民
間
に
で
き
る
こ

と
は
民
間
に
」
と
、
業
務
の
廃
止
、
集
約
、
民
間
委

託
な
ど
を
進
め
た
こ
と
は
、
自
治
体
の
役
割
を
投
げ

捨
て
る
も
の
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。「
証
明
郵
送
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
２
億
円
も
か
け
て
委
託
し
た

結
果
遅
延
を
発
生
さ
せ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

引
き
お
こ
し
、
効
率
性
も
失
っ
て
い
る
と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。
来
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
の
根
幹

で
あ
る
認
定
給
付
業
務
を
集
約
・
委
託
化
し
、
嘱
託

員
を
雇
い
止
め
す
る
こ
と
は
到
底
容
認
で
き
な
い
と

批
判
。
職
員
削
減
に
よ
っ
て
災
害
対
応
で
も
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

さ

が
露
呈
し
た
と
指
摘
し
、
更
な
る
職
員
削
減
は
撤
回

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
呼
び
込
み
型
開
発
と
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
一
辺
倒
で
、
京
都
の
ま
ち
な
み
を
壊
し
、
地
域
経

済
を
大
き
く
落
ち
こ
ま
せ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
都
市
構
築
プ
ラ
ン
」「
新
景
観
政
策
の

さ
ら
な
る
進
化
」
で
規
制
緩
和
を
進
め
れ
ば
、
地
価

高
騰
で
若
年
層
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
と
告
発
。

「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
で
仁
和
寺
前
に
高

級
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
、
住
環
境
と
景
観
破
壊
が
深
刻

に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。
伝
統
産
業
の
徹
底
し
た
調

査
と
対
策
、
既
存
の
中
小
企
業
や
商
店
街
、
伝
統
産

業
従
事
者
の
実
態
調
査
、
支
援
を
強
め
「
地
域
循

環
」
で
京
都
経
済
を
立
て
直
す
方
向
へ
の
転
換
す
べ

き
と
主
張
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
優
先
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
を
守
る

施
策
を
中
心
に
し
た
市
政
運
営
を

山
田
こ
う
じ
議
員
が
、
一
般
会
計
・
国
保
・
介
護
保
険
会
計

決
算
に
対
す
る
反
対
討
論

公
営
企
業
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

�

や
ま
ね
智
史
議
員
が
討
論

　
や
ま
ね
議
員
は
「
公
営
企
業
の
本
来
の
目
的
は
公

共
の
福
祉
の
増
進
で
あ
る
こ
と
」
を
踏
ま
え
、「
公

共
交
通
と
上
下
水
道
の
事
業
を
通
じ
て
、
住
民
の
移

動
の
権
利
を
保
障
し
、
命
の
水
を
安
価
で
安
定
供
給

す
る
こ
と
へ
の
責
任
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
上
下
水
道
事
業
は
、
水
道
民
営
化
や
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
方
式
の
導
入
に
つ
い
て
「
現
段
階
で
は
根
幹
業

務
は
公
営
を
堅
持
」
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
企
業

債
残
高
を
減
ら
し
つ
つ
老
朽
管
更
新
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
認
定
し
ま
し

た
。
命
の
水
と
い
う
観
点
か
ら
、
水
道
料
金
の
福
祉

減
免
制
度
を
つ
く
り
、
給
水
停
止
は
行
わ
な
い
よ
う

求
め
ま
し
た
。
国
と
都
道
府
県
主
導
の
水
道
広
域
化

に
つ
い
て
「
ね
ら
い
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
導

入
」
と
指
摘
し
、
公
営
堅
持
を
求
め
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
は
、
乗
客
増
に
取
り
組
み
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
や
乗
継
割
引
率
の
拡
充
、
烏
丸
線
へ
の
可
動
式

ホ
ー
ム
柵
全
駅
設
置
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
認
定
。

一
方
、
市
バ
ス
事
業
は
、
バ
ス
待
ち
環
境
改
善
や
乗

継
割
引
率
の
拡
充
な
ど
を
評
価
し
つ
つ
、「
16
年
連

続
黒
字
で
あ
り
な
が
ら
日
本
一
高
い
運
賃
が
継
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
」、「
交
通
不
便
地
域
の
対
策
へ
の
姿

勢
が
極
め
て
弱
い
こ
と
」、「
運
転
手
に
不
安
定
な
身

分
と
低
賃
金
を
強
い
る
若
年
嘱
託
制
度
や
管
理
の
受

委
託
な
ど
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
理
由
に
、

認
定
で
き
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
所
有
権
を
国
や
自
治
体
が
持
っ

た
ま
ま
、
長
期
間
の
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に

売
却
す
る
民
営
化
の
手
法
。
安
倍
政
権
が
成
長

戦
略
の
一
環
と
し
て
導
入
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は



月市会 終了本会議

2021

9 10月 30日
討論、意見書

　
平
井
議
員
は
、「
６
４
２
件
の
請
願
は
、
市
会
で

こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
一
番
多
い
請
願
件
数
」
と
紹
介
。

消
費
税
増
税
に
反
対
の
理
由
と
し
て
、
経
済
状
況
が

あ
ま
り
に
も
深
刻
で
あ
り
、
内
閣
府
に
よ
る
景
気
動

向
指
数
は
、「
下
げ
止
ま
り
」
か
ら
「
悪
化
」
に
判

断
を
下
方
修
正
し
、
さ
ら
に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査

で
は
、
実
質
賃
金
は
、
８
カ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
事
業
者
の
25
％
し
か

新
し
く
対
応
で
き
る
レ
ジ
を
導
入
で
き
て
い
な
い
な

ど
、
特
に
小
規
模
事
業
者
の
費
用
の
面
で
も
、
実
務

の
面
で
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ

て
か
ら
の
31
年
間
で
、
消
費
税
収
３
９
７
兆
円
に
対

し
て
、
所
得
税
と
住
民
税
の
減
税
累
計
は
２
７
５
兆

円
、
法
人
三
税
の
減
税
は
２
９
８
兆
円
に
も
及
ん
で

お
り
、
逆
進
性
が
強
く
、
格
差
と
貧
困
を
拡
大
す
る

消
費
税
増
税
で
は
な
く
、
大
企
業
と
大
資
産
家
に
所

得
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
れ
ば
消
費
税
を
上
げ
な
く

て
も
財
源
確
保
は
可
能
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
、
４
９
１
９
筆
の
署
名
を
添
え
て
、

８
団
体
が
提
出
し
た
「
ご
み
袋
代
値
下
げ
を
求
め

る
」
請
願
を
採
択
す
べ
き
と
主
張
。
請
願
を
審
議
し

た
文
化
環
境
委
員
会
で
、
ご
み
袋
代
の
有
料
化
か
ら

13
年
た
ち
、「（
ご
み
量
）
41
万
ト
ン
ま
で
半
減
で
き

た
の
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
努
力
な
く
し
て
は
達

成
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質
問
に
、

理
事
者
が
「
間
違
い
な
い
」
と
答
弁
し
た
こ
と
、
ま

た
「
値
下
げ
し
た
自
治
体
」
で
は
、「
一
時
増
え
た

と
し
て
も
経
過
を
た
ど
る
と
減
っ
て
い
る
」
こ
と
を

を
紹
介
。
他
都
市
の
よ
う
に
、
ご
み
袋
代
を
値
下
げ

し
て
も
、「（
減
量
の
）
取
組
を
さ
ら
に
進
め
れ
ば
、

（
ご
み
が
増
え
る
）
リ
ス
ク
は
払
拭
で
き
る
で
は
な

い
か
」
と
主
張
し
、
市
は
市
民
を
信
頼
し
て
、
値
下

げ
に
舵
を
切
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

議
第
１
７
２
号
「
京
都
市
中
央
卸お

ろ
し
う
り
し
じ
ょ
う

売
市
場
業
務

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て

�

山
本
陽
子
議
員
が
反
対
討
論

請
願

「
消
費
税
増
税
に
対
す
る
反
対
表
明
」
に
つ
い
て

�
平
井
良
人
議
員
が
討
論

請
願

「
家
庭
ご
み
袋
代
値
下
げ
」
に
つ
い
て

�

ほ
り
信
子
議
員
が
討
論

請
願
「
無む

り
ん
あ
ん

鄰
菴
庭
園
か
ら
の
眺
望
を
保
全
す
る
た
め

の
市
民
提
案
の
実
現
」
に
つ
い
て

�

と
が
し
豊
議
員
が
討
論

　
山
本
議
員
は
、「
今
回
の
条
例
改
正
の
原
因
と
な

っ
た
卸
売
市
場
法
の
一
部
改
正
は
、
公
営
で
あ
っ
た

中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て
民
営
化
を
可
能
に
し
、
せ

り
原
則
の
取
引
ル
ー
ル
も
撤
廃
し
て
自
由
化
に
道
を

開
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
」
と
指
摘
。
市
の
条

例
改
正
案
は
「『
市
場
の
活
性
化
』
を
理
由
に
新
た

に
（
内
容
を
）
緩
和
し
て
、
国
が
卸
売
市
場
を
物
流

セ
ン
タ
ー
に
変
貌
さ
せ
る
方
向
に
一
歩
踏
み
出
し
、

卸
売
市
場
の
公
正
・
公
平
な
価
格
形
成
機
能
を
損
な

わ
せ
か
ね
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
せ
り
の
現
場
を
視
察
し
た
内
容
も

踏
ま
え
て
仲
卸
業
者
の
厳
し
い
経
営
の
実
態
を
紹
介
。

「
小
規
模
事
業
者
が
多
い
京
都
の
市
場
が
、『
市
場
の

活
性
化
』
を
理
由
に
卸
・
仲
卸
業
者
以
外
の
相
手
に

さ
ら
に
取
引
を
認
め
て
い
け
ば
、
大
手
企
業
や
大
規

模
市
場
の
攻
勢
に
飲
み
込
ま
れ
、
ひ
い
て
は
小
回
り

の
利
く
京
都
市
場
の
良
さ
・
強
み
が
失
わ
れ
て
い

く
」
と
強
調
。「
市
は
市
場
関
係
者
の
努
力
が
報
わ

れ
る
よ
う
に
支
援
を
強
め
、
京
都
の
商
店
を
元
気
に

す
る
た
め
に
、
も
っ
と
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
無
鄰
菴
の
回
遊
式
庭
園
か
ら
の

眺
め
は
「
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
向
け
て
す
ぐ
れ
た
眺
望

景
観
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
景
観
」
で

あ
り
、
市
民
提
案
の
検
討
に
あ
た
っ
て
景
観
に
最
も

影
響
を
与
え
る
と
指
定
し
た
視
点
場
か
ら
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
美
観
風
致
審
議
会
へ
の
提
供
を
見
送

っ
た
京
都
市
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
。
請
願
審
査
に

あ
た
っ
て
も
、
こ
の
視
点
場
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
が
ま
た
も
や
見
送
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
。
市

長
の
「
地
域
と
調
和
し
な
い
、
京
都
文
化
の
継
承
に

つ
な
が
ら
な
い
宿
泊
施
設
は
ご
遠
慮
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
が
本
心
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
周
辺
住
民
の

声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
届
け
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く

求
め
ま
し
た
。

4 5 Ｌ ： 4 5 円 ／ 枚



９月市会終了本会議での意見書採択結果

請願に対する態度

自民＝自由民主党京都市会議員団  共産＝日本共産党京都市会議員団
公明＝公明党京都市会議員団  民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団
維新＝日本維新の会京都市会議員団  京都＝地域政党京都党・無所属市会議員団

件　名 結果 共産 自民 公明 民フ 維新 京都 無所属

家庭ごみ袋代の値下げ　　8件 不採択 ◯ × × × × × ×

無鄰菴庭園からの眺望を保全するための市民提案の実現 不採択 ◯ × × × × × ×

消費税増税に対する反対表明　　642件 不採択 ◯ × × × × × ×

月市会 終了本会議

2223

9 10月 30日
討論、意見書

　
と
が
し
議
員
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書
、
２
件
に
つ
い
て
討
論
。
ま
ず
、「
気

候
危
機
、
気
候
非
常
事
態
と
い
え
る
時
代
に
突
入

し
て
お
り
温
暖
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
」
だ
と
強

調
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
１
・
５
℃
報
告
書
」

は
、
気
温
上
昇
を
１
・
５
℃
以
内
に
抑
え
る
必
要
性

を
説
き
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

２
を
45
％
削
減
、

50
年
頃
に
は
実
質
ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

指
摘
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
構
造
転
換
を
逆
算
的

に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
共
産

党
提
案
の
意
見
書
で
は
、
目
標
の
引
き
上
げ
と
長
期

戦
略
及
び
計
画
の
見
直
し
を
明
記
し
た
こ
と
を
紹
介
。

５
会
派
な
ど
の
提
案
で
は
、
京
都
市
の
目
標
か
ら
も

低
す
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
再
エ
ネ
の
「
最
大
限
の

導
入
」
と
い
う
抽
象
的
な
目
標
で
な
く
、「
遅
く
と

も
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
国
内
す
べ
て
の
石
炭
火
力

発
電
を
廃
止
」「
再
エ
ネ
１
０
０
％
へ
の
道
筋
を
指

す
こ
と
」
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
関
西
電
力
の
幹
部
20
人
が
、
原
発

が
立
地
す
る
福
井
県
高
浜
町
の
元
助
役
か
ら
、
約
３

億
２
０
０
０
万
円
の
金
品
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
問
題
の
根
底
に
は
、

こ
れ
ま
で
国
が
進
め
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
あ

る
と
指
摘
。
元
助
役
が
高
浜
町
に
入
り
助
役
就
任
後
、

高
浜
原
発
３
・
４
号
機
の
設
置
許
可
、
運
転
開
始
が

さ
れ
て
お
り
、
原
発
の
稼
働
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
と
指
摘
。
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、
原
子
力
政
策
が
根
本
か
ら
問
わ
れ

る
事
態
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
「
原
発
マ
ネ
ー
」

の
還
流
は
止
ま
ら
ず
、
電
気
料
金
を
原
資
と
す
る
工

事
費
の
一
部
が
、「
原
発
マ
ネ
ー
」
と
し
て
還
流
し
、

便
宜
供
与
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
惑
が
あ

る
こ
と
。
更
に
、
高
浜
原
発
以
外
で
も
政
治
家
に
も

及
ん
で
い
る
こ
と
が
様
々
指
摘
さ
れ
て
「
氷
山
の
一

角
に
過
ぎ
な
い
」
と
の
声
が
あ
る
と
紹
介
。
そ
の
上

で
安
倍
政
権
は
、
原
発
再
稼
働
を
続
け
よ
う
と
し
て

お
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
強
調
。
国
会
に

関
係
者
を
参
考
人
招
致
し
、
交
付
金
の
使
い
道
も
含

め
て
、
不
透
明
な
「
原
発
マ
ネ
ー
」
の
還
流
や
癒
着

の
構
造
を
徹
底
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と

強
調
し
ま
し
た
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書（
案
）」

に
つ
い
て

�

と
が
し
豊
議
員
が
討
論

「
関
西
電
力
の
金
品
授
受
問
題
の
全
容
解
明
を

求
め
る
意
見
書
（
案
）」
の
採
択
を

�

西
野
さ
ち
子
議
員
が
討
論

件　名 審議
結果

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成，×＝反対

提案会派等
自
民

共
産

公
明

民
フ

維
新

京
都

無
所
属

関西電力の金品受領問題の全容解明を求める意見書の提出につ
いて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自民、公明、
民フ、維新、
京都、無所属

関西電力の金品授受問題の全容解明を求める意見書の提出につ
いて 否決 × 〇 × 〇 × × × 共産

気候危機・気候非常事態を前提とした「地球温暖化対策の 
更なる強化を求める意見書（案）」の提出について 可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

自民、公明、
民フ、維新、
京都、無所属

IPCC1.5℃特別報告書を踏まえた「地球温暖化対策の強化を求
める意見書（案）」の提出について 否決 × 〇 × × × × × 共産

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書の提出
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、

維新、無所属

消費税増税の撤回を求める意見書の提出について 否決 × 〇 × × × × × 共産
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一
、
予
算
・
決
算
に
対
す
る
党
議
員
団
の
態
度

　�

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
22
議
案
の
う

ち
、
２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
14
議

案
は
賛
成
お
よ
び
認
定
し
、
一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
、
中
央
卸
売
市
場

第
一
市
場
決
算
、
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
決
算
な
ど

８
議
案
は
認
定
せ
ず
、
終
了
本
会
議
討
論
で
そ
の
理
由
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
名
誉
市
民
の
表
彰
３
件
、
監
査

委
員
の
選
任
１
件
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追

加
議
案
で
あ
る
、
堀
川
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
部
活
動
に

お
け
る
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
判
決
を
受
け
て
の
、
控
訴

の
提
起
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
真
摯
に
原
告
に
謝
罪
し
判

決
に
従
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
被
災
者
生
活

再
建
等
支
援
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
の
開
設
準
備
助
成
な
ど
は
必
要
な
も
の
と
し
て
賛

成
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
セ
ン
タ
ー
、
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
及
び
児
童

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
体
化
整
備
事
業
の
債
務
負
担
行
為
の

設
定
や
、
西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
兼
球
技
場

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
収
入
を
運
営
費
削
減
の
穴
埋
め

に
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
の
準
備
費

用
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
あ
る
と
、
討
論
で
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
報
酬
10
％
カ
ッ
ト
分
を
、
災
害
に
よ
り

被
災
し
た
住
宅
再
建
支
援
の
財
源
に
充
て
る
修
正
を
全
議

員
提
案
で
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　�

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
中
央
卸
売
市
場

第
二
市
場
・
と
畜
場
特
別
会
計
補
正
予
算
、
市
公
債
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
し
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
保
険
財
政
安
定
化

基
金
事
業
貸
付
金
の
返
還
の
た
め
の
経
費
を
補
正
す
る
も

の
で
あ
り
、
３
年
で
返
還
す
る
仕
組
み
で
あ
る
の
に
、
黒

字
分
を
保
険
料
引
き
下
げ
る
努
力
を
行
わ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
ま
た
、
京
都
市
保
育
所
条
例
及
び
京
都
市
子
ど
も
子
育

て
支
援
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
の
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
と
も
な
い
、
当
該
制
度
に
関
し
命
じ
た
報
告
等

を
し
な
い
者
等
に
対
し
過
料
を
科
す
こ
と
は
問
題
が
あ
る

た
め
、
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
日
本
共
産
党
以
外
の
会
派
及
び
無
所
属
議
員
は
す
べ
て

の
議
案
に
賛
成
・
認
定
し
ま
し
た
。

一
、
論
戦
の
特
徴

　�

　
一
般
会
計
決
算
、
特
別
会
計
決
算
に
関
し
て
、
以
下
の

内
容
で
論
戦
し
ま
し
た
。

　
◆�

市
民
の
く
ら
し
・
福
祉
・
子
育
て
の
願
い
に
背
を

向
け
る
市
政
の
転
換
を

　�

　
党
議
員
団
は
、
京
プ
ラ
ン
実
施
計
画
に
よ
る
社
会
福
祉

関
連
経
費
を
含
む
事
務
事
業
の
見
直
し
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
予
算
削
減
「
乾

い
た
タ
オ
ル
を
絞
っ
た
」
行
財
政
改
革
で
市
民
生
活
に
痛

み
を
押
し
付
け
て
き
た
市
政
を
告
発
。
本
来
増
や
す
べ
き

社
会
福
祉
関
連
経
費
の
伸
び
が
国
の
制
度
改
悪
に
よ
り
ふ

さ
わ
し
く
対
応
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
市
独
自
施
策
で
も

自
慢
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
質
し
ま
し
た
。
市
当
局
は

局
別
質
疑
で
は
「（
社
会
保
障
制
度
改
悪
に
つ
い
て
）
国

が
社
会
保
障
を
全
体
と
し
て
維
持
す
る
観
点
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
」
と
答
弁
。
市
長
総
括
質
疑
で
は
「
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
」

（
副
市
長
）、「
い
い
と
こ
ろ
は
評
価
し
て
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
。
共
産
党
が
宣
伝
す
る
か
ら
市
民
が
誤
解
し
て
い

９
月
市
会
を
終
え
て

２
０
１
９
年
11
月
１
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明

一
、
は
じ
め
に

　�

　
10
月
30
日
、
41
日
間
の
会
期
を
終
え
て
９
月
市
会
が
終

了
し
ま
し
た
。
９
月
市
会
は
来
年
一
月
の
市
長
選
挙
を
三

ヶ
月
後
に
控
え
、
開
か
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
２
０

１
８
年
度
京
都
市
決
算
審
議
を
通
じ
て
市
民
の
切
実
な
声

を
も
と
に
３
期
11
年
の
門
川
市
政
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
市
民
の
運
動
と
議
員
団
の
論
戦
が
市
政
運
営
に
反
映

　�

観
光
公
害
、
宿
泊
施
設
拡
充
誘
致

　�

　
今
議
会
で
も
、
党
議
員
団
は
、
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼

み
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
破
壊
の
実

態
を
示
し
、「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
の
撤
回
と
、

観
光
客
と
宿
泊
施
設
の
総
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
住
宅
密
集

地
や
路
地
奥
で
の
宿
泊
施
設
規
制
、
全
て
の
宿
泊
施
設
に

管
理
者
常
駐
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
５
月
市
会
で
「
数
と
し
て
は
満
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と

述
べ
た
の
に
続
き
、
今
議
会
で
、
具
体
策
に
踏
み
込
ま
な

い
も
の
の
「
地
域
と
の
調
和
や
地
域
の
活
性
化
、
文
化
の

継
承
に
繋
が
る
施
設
は
歓
迎
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
施

設
に
つ
い
て
は
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ざ
る
を

え
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　�

元
植
柳
小
学
校
跡
地
問
題
「
避
難
所
の
地
下
化
」
撤
回

　�

　
民
間
企
業
に
よ
る
学
校
跡
地
「
活
用
」
方
針
の
撤
回
を

求
め
ま
し
た
。
代
表
質
問
で
党
議
員
に
認
識
を
問
わ
れ
た

市
長
は
「
学
校
跡
地
活
用
は
住
民
の
参
加
で
丁
寧
に
推
進
。

指
摘
は
全
く
当
を
得
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
翌
日

に
は
、
事
業
者
の
安
田
不
動
産
は
、
元
植
柳
小
学
校
跡
地

を
め
ぐ
る
公
園
地
下
へ
の
避
難
所
建
設
計
画
を
撤
回
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　�

土
砂
条
例
制
定
へ

　�

　
党
市
会
議
員
団
は
、
伏
見
区
小
栗
栖
大
岩
山
の
違
法
開

発
を
発
端
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
「
土
砂
条
例
の
制
定
が

必
要
」
と
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
議
会
で
「
京
都
市
土
砂

条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
「
府
の
条
例
改
正
素
案
の
内
容

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
」
と
当
局
が
表
明
。
常
任
委
員
会

で
は
、
党
議
員
の
質
問
に
対
し
、
市
の
制
定
す
る
土
砂
条

例
で
土
砂
の
搬
入
を
禁
止
す
る
区
域
を
た
だ
ち
に
指
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
、「
宅
地
造
成
法
に
は
な
か
っ
た
も
の
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
見
解
を
発
表

（
10
月
16
日
）
し
、
埋
め
立
て
の
許
可
を
必
要
と
す
る
基

準
を
３
０
０
０
㎡
で
は
な
く
、
５
０
０
㎡
以
下
と
す
る
等
、

実
効
性
あ
る
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　�

ひ
き
こ
も
り
支
援

　�

　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が
新
し
い
自
分
へ
一
歩
踏
み
出
す

た
め
の
居
場
所
づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
が
「
ひ
き

こ
も
り
相
談
窓
口
の
在
り
方
や
支
援
期
間
の
長
期
化
、
つ

な
ぎ
先
確
保
の
課
題
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、「
相

談
窓
口
一
元
化
」、「
市
社
会
福
祉
審
議
会
へ
の
専
門
分
科

会
の
早
期
設
置
」
を
表
明
し
ま
し
た
。 

　
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪
ス
ト
ッ
プ

　�

　
敬
老
乗
車
証
守
ろ
う
！
連
絡
会
な
ど
が
市
長
に
提
出
し

た
改
悪
反
対
署
名
は
累
計
４
万
３
９
２
４
人
分
に
上
っ
て

い
ま
す
。
現
行
制
度
の
継
続
と
拡
充
を
今
議
会
で
も
求
め

ま
し
た
。
市
長
が
改
悪
方
針
を
示
し
て
以
来
、
６
年
に
わ

た
り
改
悪
を
実
施
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
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る
」（
市
長
）
な
ど
と
、
開
き
直
り
と
責
任
転
嫁
の
姿
勢

に
終
始
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
住
民
福
祉
充
実
の
市
政

転
換
を
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

　�

　
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、
京
都
市
も
加

入
し
て
い
る
近
畿
国
民
健
康
保
険
者
協
議
会
は
公
費
負
担

を
増
や
し
て
国
保
料
を
下
げ
る
こ
と
を
国
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
石
川
県
加
賀
市
で
の
18
歳
未
満
均
等
割
・
２
分
の

１
減
免
の
施
策
も
示
し
、
子
ど
も
の
均
等
割
の
独
自
減
免

を
求
め
ま
し
た
が
拒
否
し
ま
し
た
。

　�

　
生
活
保
護
費
削
減
に
よ
る
深
刻
な
事
態
を
示
し
、
命
に

か
か
わ
る
問
題
と
し
て
夏
季
見
舞
金
の
復
活
を
せ
ま
り

ま
し
た
が
、「
国
が
適
正
に
運
用
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
。

市
立
病
院
で
の
無
料
低
額
診
療
事
業
実
施
を
求
め
ま
し
た

が
、
拒
否
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　�

　
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
現
を
迫
り
ま
し
た
が
「
１

８
０
億
円
の
費
用
が
掛
か
る
。
他
に
優
先
す
べ
き
課
題
が

多
く
困
難
」（
教
育
長
）
と
答
弁
し
ま
し
た
。
党
議
員
団

は
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
と
う
た
う
な
ら
当
然
実
施
す

る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
給
食
費
の
無
償
化
は
「
小
学
校

で
32
億
円
、
中
学
校
で
16
億
円
か
か
り
困
難
。
国
の
動
向

を
見
守
る
」
と
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　�

　
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
に
つ
い
て
は
、
拡
充
の
周
知

に
つ
い
て
「
手
法
に
つ
い
て
医
療
機
関
・
関
係
者
と
も

協
議
し
て
改
善
し
た
い
」（
副
市
長
）
と
の
べ
た
も
の
の
、

さ
ら
な
る
制
度
拡
充
に
つ
い
て
は
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

　�

　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
い
、
給
食
費
の
副
食
費

が
実
費
徴
収
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
秋
田
県
内
の
多

く
の
自
治
体
や
東
京
23
区
の
大
半
な
ど
が
独
自
助
成
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
検
討
を
求
め
ま
し
た
が
、「
給
食

費
は
各
家
庭
で
負
担
す
べ
き
と
国
が
示
し
て
お
り
，
独
自

の
無
償
化
は
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
拒
否
し
ま
し

た
。

　�

　「
少
人
数
学
級
が
門
川
市
政
に
な
っ
て
か
ら
一
歩
も
進

ん
で
い
な
い
」
と
問
題
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
小
学
３
年

生
の
35
人
学
級
実
施
に
つ
い
て
は
「
画
一
的
に
拡
大
す
る

の
は
、
各
学
校
の
創
意
や
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
阻
害
す

る
」（
教
育
長
）
と
驚
く
べ
き
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
教

員
の
超
過
勤
務
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
学
童
保
育
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
態
は
、
人
数
が
多
す
ぎ

て
す
し
詰
め
状
態
と
告
発
。
学
童
保
育
所
を
増
や
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
が
「
け
っ
し
て
詰
め
込
み
状
態
で
は
な

い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　�

　
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
が
、

「
国
に
お
い
て
統
一
的
に
図
ら
れ
る
も
の
」
と
の
答
弁
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
◆�

「
行
革
」
リ
ス
ト
ラ
・「
民
間
に
出
来
る
こ
と
は

民
間
に
」
か
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
公
的
役
割
果
た

す
自
治
体
へ
の
転
換
を

　�
　
決
算
年
度
、
市
長
部
局
で
66
人
の
職
員
削
減
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
自
民
党
議
員
か
ら
も
「
乾
い
た
ぞ
う
き
ん
を

絞
る
よ
う
な
（
職
員
）
削
減
」
と
の
発
言
が
出
ま
し
た
。

「
職
員
の
命
を
守
れ
な
い
自
治
体
に
な
っ
て
い
る
」
と
方

針
転
換
を
迫
り
ま
し
た
。
証
明
郵
送
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
遅
延
問
題
に
つ
い
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
で
あ
り
、「
効
率
的
執
行
体
制
構
築
」
と
言

い
な
が
ら
、
非
効
率
を
生
ん
だ
点
を
指
摘
。「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
も
効
率
性
も
失
う
、
自
治
体
業
務
を
市
外
企
業

の
儲
け
の
場
に
提
供
す
る
方
針
を
改
め
る
よ
う
」
求
め
ま

し
た
。

　�

　
介
護
認
定
給
付
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
嘱
託
職
員
を
雇

い
止
め
し
、
民
間
委
託
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
証
明
郵
送
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
市
民
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
、
民
間

委
託
化
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
現
市
政
下
で
す
で
に
区
役
所
職
員
が
６
８
９
人
減
ら
さ

れ
、
今
年
度
は
更
に
削
減
し
、
合
計
１
０
０
０
人
近
く
の

区
役
所
職
員
が
減
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
連
続
す

る
災
害
に
対
し
て
、
罹
災
証
明
発
行
の
遅
れ
、
避
難
所
に

常
駐
職
員
が
配
置
で
き
な
い
な
ど
、
公
務
員
削
減
が
自
治

体
の
災
害
対
応
力
を
弱
め
て
い
る
と
指
摘
「『
民
泊
』
や

税
の
相
談
窓
口
を
身
近
な
区
役
所
に
戻
す
べ
き
。
区
役
所

業
務
の
民
営
化
・
集
約
化
は
や
め
よ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

避
難
所
へ
の
職
員
配
置
を
６
政
令
市
が
行
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
十
分
な
職
員
体
制
を
つ
く
り
、
予
算
を
つ
け
、

地
域
と
一
緒
に
災
害
対
応
を
可
能
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
局
別
で
は
（
避
難
所
開
設
運
営
に
つ
い
て
）「
地
域

の
自
主
性
に
お
す
が
り
し
て
い
る
の
が
実
態
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　�

　
54
人
も
の
消
防
職
員
削
減
・
55
隊
か
ら
51
隊
へ
の
減
隊

な
ど
消
防
力
の
削
減
を
厳
し
く
批
判
。
消
防
職
員
削
減
を

す
す
め
る
京
プ
ラ
ン
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　「
家
庭
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
、
職
員
削
減
に
つ

い
て
、
57
％
に
達
し
て
い
る
民
間
委
託
の
推
進
は
ご
み
収

集
業
務
に
困
難
を
生
む
」
と
し
て
、
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

「
２
０
２
４
年
ま
で
に
70
％
委
託
」
方
針
の
撤
回
要
求
は

拒
否
し
ま
し
た
が
、「
毎
年
災
害
派
遣
。
行
く
の
も
残
る

の
も
大
変
。
被
災
者
の
た
め
に
乗
り
越
え
て
い
る
」
と
職

員
削
減
が
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
事
実
上
認
め
る
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　�

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
せ

ず
、
公
営
を
堅
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
当
局
は
「
現

時
点
で
根
幹
部
分
は
公
営
を
堅
持
」「
１
０
０
％
否
定
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
と
ら
ず

直
営
で
し
っ
か
り
進
め
た
い
。
し
か
し
、
民
間
に
委
託
で

き
る
と
こ
ろ
は
民
間
委
託
を
進
め
る
」
と
答
弁
。
料
金
関

連
業
務
（
水
道
メ
ー
タ
ー
点
検
・
営
業
所
水
道
開
閉
栓
）

民
間
委
託
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
が
、「
根
幹
は
維
持
」

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
管
路
管
理
セ
ン
タ
ー
西
部
支

所
に
つ
い
て
、
災
害
対
応
も
含
め
た
『
包
括
委
託
』
が
実

施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
水
道
事
業
の
根
幹
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　�

　
市
バ
ス
事
業
の
管
理
の
受
委
託
に
お
け
る
民
間
事
業
者

の
撤
退
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
化
路
線
の
破
綻
と
公
共
交

通
に
責
任
を
持
つ
京
都
市
の
見
通
し
の
甘
さ
を
浮
き
彫
り

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
。
国
の
補
助
金
を
求
め
る
こ

と
と
合
わ
せ
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
市

民
の
足
を
守
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
◆�

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
な
ど
大
型
開
発
を

「
未
来
へ
の
先
行
投
資
」
と
聖
域
に
す
る

市
政
を
追
及

　�

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
も
と
、
自
然
環
境
、
地
下
水

へ
の
影
響
や
並
行
在
来
線
へ
の
影
響
、
大
深
度
地
下
の
影

響
な
ど
を
質
し
、「
北
陸
新
幹
線
な
ど
の
大
型
事
業
は
や

め
、
暮
ら
し
優
先
、
災
害
か
ら
命
守
る
公
共
事
業
こ
そ
必

要
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
当
局
は
、
あ
く
ま
で
も
推
進
の

立
場
に
固
執
し
ま
し
た
。

　�

　
機
構
側
が
示
し
た
地
下
水
に
関
す
る
京
都
府
域
分
布
図

の
う
ち
京
都
市
該
当
箇
所
に
つ
い
て
、
市
は
「
デ
ー
タ
を

持
ち
合
わ
せ
て
な
い
」
と
資
料
提
出
を
拒
み
、「
方
法
書

以
降
で
検
討
」
と
逃
げ
ま
し
た
。
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
「
詳
細
は
把
握
し
て
な

い
」
と
言
い
、
環
境
に
責
任
を
負
わ
な
い
無
責
任
な
姿
勢

に
終
始
し
ま
し
た
。

　�

　
堀
川
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
不
要
で
あ
る
と
主
張
し
ま

し
た
が
、「
堀
川
通
の
機
能
強
化
が
命
題
」「
防
災
減
災
、

維
持
管
理
、
文
化
都
市
の
公
共
空
間
・
都
市
の
成
長
活

力
・
都
市
基
盤
整
備
の
た
め
必
要
」
と
答
弁
。「
幹
線
道

路
に
車
を
流
す
こ
と
で
歩
行
者
空
間
を
確
保
」
と
強
弁
し

ま
し
た
。
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◆�
京
都
経
済
・
中
小
企
業
の
深
刻
な
実
態
を
直
視
、

域
内
循
環
で
、
京
都
経
済
の
立
て
直
し
を
迫
る

　�

　「
市
税
は
堅
調
な
伸
び
」「
京
都
経
済
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
」
と
の
市
長
の
認
識
に
つ
い

て
、
法
人
市
民
税
の
増
収
分
は
上
位
10
社
が
７
割
を
占
め

て
お
り
、
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
も
実
質
的
に
課
税
ラ
イ

ン
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
新
た
に
納
税
者
と
な
っ
た
市
民
が

増
え
た
結
果
だ
と
質
し
ま
し
た
が
、
姿
勢
を
変
え
て
い
ま

せ
ん
。
消
費
税
増
税
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
の
激

減
、
非
正
規
労
働
者
比
率
の
高
さ
、
伝
統
産
業
の
衰
退
の

深
刻
さ
、
家
計
消
費
の
落
ち
込
み
の
ひ
ど
さ
を
直
視
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
深
刻
な
中
小
企
業
や
商
店
街
な
ど
の
実
態
を
市
独
自
に

つ
か
む
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
が
拒
否
し
、
公
契
約
条
例

へ
の
賃
金
条
項
創
設
に
も
背
を
向
け
て
い
ま
す
。
景
気
回

復
の
カ
ギ
は
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
国
に
求
め

る
べ
き
と
の
質
問
に
も
「
最
低
賃
金
は
国
に
お
い
て
適
切

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
他
人
事
の
答
弁
で
す
。

　�

　
ま
た
、「
観
光
消
費
１
・
３
兆
円
が
京
都
の
経
済
に
回

っ
て
お
ら
ず
、
京
都
経
済
を
落
ち
込
ま
せ
て
い
る
」
と
し

て
、「
ホ
テ
ル
旅
館
の
半
数
以
上
が
東
京
・
外
国
資
本
」

「
観
光
関
連
産
業
か
ら
の
法
人
市
民
税
は
マ
イ
ナ
ス
６
千

万
円
。
し
か
も
ホ
テ
ル
は
80
％
が
非
正
規
労
働
者
。
地

場
に
回
っ
て
い
な
い
」「
小
売
店
な
ど
の
事
業
者
は
激
減
。

旅
館
、
地
元
伝
統
産
業
の
衰
退
は
顕
著
」
と
し
て
、「
こ

れ
で
ど
う
し
て
観
光
消
費
の
拡
大
で
京
都
経
済
が
回
復
し

て
い
る
と
い
え
る
の
か
」
と
指
摘
。「
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
頼
み
、
呼
び
込
み
型
の
政
策
か
ら
地
域
循
環
型
の
経
済

対
策
、
市
民
の
懐
を
温
め
る
対
策
に
転
換
す
べ
き
」
と
提

案
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
観
光
消
費
１
・
３
兆
円
が
京

都
に
落
ち
て
い
る
の
は
事
実
」「
市
域
外
へ
の
売
上
比
率

が
高
く
、
市
外
に
た
く
さ
ん
売
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
稼
ぐ

力
」
と
答
弁
。
域
内
循
環
で
京
都
経
済
を
太
く
立
て
直
す

姿
勢
に
立
て
て
い
ま
せ
ん
。
既
存
の
中
小
企
業
や
商
店

街
・
伝
統
産
業
従
事
者
の
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
界
が
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
の
適
切
な
支
援
を

中
心
に
据
え
た
産
業
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　
◆�

呼
び
込
み
型
開
発
、
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
一
辺
倒

政
策
の
転
換
を

　�

　「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
に
も
と
づ
く
宿
泊
施

設
の
増
加
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
の
当
初
目
標
で
あ
る
４
万
室
が
２
年
前
倒
し
で
突
破
し
、

５
万
７
０
０
０
室
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。「
京
都
の
住
環
境
の
悪
化
、
観
光
公
害
」

打
開
の
た
め
に
は
、「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
を

撤
回
し
、
宿
泊
施
設
に
は
例
外
な
く
管
理
者
の
常
駐
を
義

務
付
け
る
こ
と
、
宿
泊
施
設
の
総
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
を
も
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、
宿

泊
施
設
の
総
量
規
制
の
提
案
に
も
、
簡
易
宿
所
の
管
理
者

常
駐
義
務
付
け
に
も
、
応
え
な
い
態
度
を
と
り
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
市
が
、
市
内
旅
館
の
数
を
把
握
せ
ず
、
稼
働

率
調
査
も
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
全
て

の
旅
館
施
設
へ
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　「
持
続
可
能
な
都
市
構
築
プ
ラ
ン
」「
新
景
観
政
策
の
さ

ら
な
る
進
化
」
に
よ
る
建
築
制
限
の
緩
和
は
、
企
業
や
ホ

テ
ル
を
呼
び
込
む
も
の
で
あ
り
、「
地
価
の
高
騰
を
招
き

若
年
層
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
」
と
指
摘
。「
働
く

場
所
の
確
保
と
い
う
な
ら
圧
倒
的
多
数
の
中
小
企
業
を
応

援
す
べ
き
。
子
育
て
支
援
の
充
実
こ
そ
」
と
求
め
ま
し
た
。

　�

　「
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制
度
」
を
使
っ
た
世
界
遺
産
仁

和
寺
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
へ
の
ホ
テ
ル
建
設
計
画
に
つ
い

て
、
局
別
質
疑
で
市
当
局
は
「
景
観
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー

制
度
は
す
で
に
や
っ
て
い
る
」「
丁
寧
な
審
査
を
し
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
手
抜
か
り
な
く
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
答
弁
。

　�

　
文
化
庁
移
転
の
市
の
負
担
に
つ
い
て
地
方
財
政
法
12
条

で
国
が
自
治
体
に
対
し
経
費
を
負
担
さ
せ
る
よ
う
な
措
置

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
が
、「
任
意
で
出
す
も
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
が
安
価
で
美
術
に
触
れ
ら

れ
、
美
術
家
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
美
術
館
を
も
と
め
ま

し
た
。「
使
用
料
は
適
切
な
水
準
」（
副
市
長
）
と
し
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
「
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

と
い
う
通
称
名
を
定
着
さ
せ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
◆�

国
言
い
な
り
の
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に

　�

　
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、「
国
に
増
税
を
や
め
る
よ
う

声
を
上
げ
よ
」「
京
都
市
の
公
共
料
金
へ
の
増
税
分
８
億

３
千
万
円
の
負
担
押
し
つ
け
は
撤
回
を
」
と
求
め
ま
し
た

が
、「
消
費
税
増
税
の
財
源
は
福
祉
の
充
実
の
た
め
」（
財

政
担
当
局
長
）
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　�

　
関
西
電
力
の
金
品
授
受
問
題
を
め
ぐ
り
「
京
都
市
長
と

し
て
、
高
浜
原
発
の
再
稼
働
中
止
、
現
在
稼
働
中
の
す
べ

て
の
原
発
の
稼
働
中
止
を
要
請
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。

副
市
長
は
「
全
容
解
明
、
関
電
の
信
頼
回
復
が
な
さ
れ
な

い
限
り
、
再
稼
働
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
は
な
い
」
と
言

い
つ
つ
、「
再
稼
働
の
判
断
は
国
が
行
う
べ
き
」
と
の
姿

勢
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
若
者
の
い
の
ち
を
危
険
に
さ

ら
す
自
衛
隊
へ
の
宛
名
シ
ー
ル
提
供
を
や
め
る
よ
う
求
め

ま
し
た
が
、
全
く
反
省
の
言
葉
な
く
、「
拒
否
す
る
合
理

的
な
理
由
が
あ
れ
ば
拒
否
で
き
る
」
と
「
今
年
度
も
法
令

に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
国
に
求
め
る
べ
き
と
の
質
問
に

も
「
国
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
」
と
国
任
せ

の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

一
、�

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
へ
の

態
度
に
つ
い
て

　�

　
提
案
さ
れ
た
56
議
案
の
う
ち
、
50
議
案
に
賛
成
、
６
議

案
に
反
対
し
ま
し
た
。
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
の
真
剣
な
議
論
が
さ
れ
た
も

の
の
、「
商
物
一
致
原
則
」
廃
止
、
第
三
者
販
売
・
直
荷

引
き
の
原
則
禁
止
の
例
外
規
定
創
設
は
、
国
の
規
制
緩
和

を
見
越
し
大
手
企
業
の
利
益
拡
大
・
小
規
模
事
業
者
の
淘

汰
に
道
を
開
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
の
安

全
確
保
・
適
正
価
格
形
成
確
保
に
懸
念
が
生
じ
る
と
し
て
、

反
対
し
ま
し
た
。
討
論
に
立
ち
「
中
央
卸
売
市
場
の
仕
組

み
を
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」「
市
が
行
う
べ
き

は
『
市
場
の
活
性
化
』
を
理
由
に
自
由
化
へ
規
制
緩
和
を

す
す
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
京
都
の
商
店
を
元
気
に
す
る

こ
と
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　�

　
都
市
計
画
ら
く
な
ん
進
都
鴨
川
以
北
産
業
集
積
地
区
建

築
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
建
築
制
限
の
緩
和
に
よ

り
、
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
ず
、
大
企
業
呼
び
込
み
型
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。
市

街
地
景
観
整
備
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
植
栽
そ
の

も
の
は
問
題
な
い
も
の
の
、
大
手
開
発
業
者
の
た
め
の
五

条
通
沿
道
の
建
築
制
限
の
緩
和
を
す
す
め
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
宿
泊
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
許
可
状
な
し
の

強
制
調
査
を
可
能
と
す
る
な
ど
税
の
徴
収
の
在
り
方
に
問

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
新
北
消
防
署
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
北
消
防

暑
の
移
転
新
築
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
交
通
公
園
機
能

の
縮
小
に
よ
る
整
備
が
問
題
で
あ
る
こ
と
、
住
民
へ
の
説

明
と
合
意
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
し

ま
し
た
。
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1818　　人の
市会議員から一言

団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　小栗栖の大岩山で発生したような土砂崩れを、二度
と市内で起こさないように、土砂条例の制定を議会の
たびに求めてきました。「京都市は宅地造成等規制法
で規制できる」と答弁を繰り返してきましたが、京都
府が土砂条例を改正して規制を厳しくしたことで、京
都市だけが緩い規制になるために、今議会で「市条例
の制定を検討する」と答弁しました。

　９月市会市長総括質疑でのやり取り。市長当選以
降「乾いたタオルを絞るような」行財政改革（市民リ
ストラ）を市民に押し付けた門川市長。まさに赤ちゃ
んからお年寄りまでの痛みのオンパレード。その一方
で、中学校給食や子ども医療費、少人数教育、給付制
奨学金などの要望には聞く耳持たず。それを指摘する
と「共産党が何もできていないと批判ばかりするから、
市民が誤解をしている」と的外れな答弁で八つ当たり。
市長の器が問われています。

　門川市政下で災害対応最前線の区役所は689人、今
年度も含めれば1000人に迫る削減がすすめられ、罹

り

災
さい

証明の発行遅れ、避難所への職員配置ができないな
ど、災害対応力が弱っています。他都市が行っている
避難所への職員配置などで地域とともに災害対応力を
向上する必要があります。また、劣悪な避難所の環境
の改善、斜面や道路、橋など既存インフラの維持保な
どの課題も山積です。これまでの延長線上ではないと
りくみを行うことが求められていると、昨今の災害の
様相を見るにつけ、痛切に感じます。

乾いたタオルを
絞った結果は

市が土砂条例の制定に
動き出す

切実な災害対応力の向上
― 既存インフラの維持保全・職員体制の充実を

　�
　
左
京
区
総
合
庁
舎
整
備
事
業
実
施
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
物
価
変
動
と
消
費
税
率
改
定
に
伴
う
も
の
で
あ
る
も

の
の
、
元
契
約
に
交
通
ア
ク
セ
ス
や
住
民
合
意
な
ど
重
大

な
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。

一
、
請
願
に
つ
い
て

　�

　
今
議
会
に
は
市
民
か
ら
の
切
実
な
願
い
の
こ
も
っ
た
請

願
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
消
費
税
増
税
に
対
す
る
反

対
表
明
」
を
市
会
に
求
め
る
請
願
は
６
４
２
件
と
、
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
消
費
税
増
税
の
京

都
経
済
へ
の
影
響
や
京
都
市
財
政
へ
の
影
響
等
を
議
論
す

る
た
め
正
副
委
員
長
会
議
で
、
産
業
観
光
局
と
行
財
政
局

の
請
願
審
査
へ
の
同
席
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
賛
同
が
得

ら
れ
ず
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
請
願
者
の
趣
旨
説
明

聴
取
に
つ
い
て
、
我
が
会
派
と
日
本
維
新
の
会
が
賛
成
し

ま
し
た
が
、
自
民
、
公
明
、
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
京

都
党
の
反
対
で
否
決
。
請
願
に
つ
い
て
は
党
議
員
団
以
外

の
会
派
・
無
所
属
議
員
が
不
採
択
の
態
度
を
と
り
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
状
況
の
深
刻
さ
、
事
業
者
負
担

の
重
さ
、
税
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
採
択
す
べ
き
と
、
終
了
本
会
議
で
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

　�

　「
ご
み
袋
代
値
下
げ
の
請
願
」
は
、
４
９
１
９
筆
の
署

名
を
そ
え
、
８
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団

以
外
の
会
派
・
無
所
属
議
員
が
不
採
択
の
態
度
を
と
り
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。「
値
下
げ
を
し
た
自
治
体
で
も

ご
み
が
減
少
し
て
お
り
、
値
下
げ
す
る
と
ご
み
が
増
え
る

と
い
う
市
民
を
信
頼
し
な
い
京
都
市
政
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
」
終
了
本
会
議
で
主
張
し
ま
し
た
。

　�

　「
無
鄰
菴
庭
園
か
ら
の
眺
望
を
保
全
す
る
た
め
の
市
民

提
案
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
も
、
党
議
員
団

以
外
の
会
派
・
無
所
属
が
不
採
択
の
態
度
を
と
り
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
討
論
で
、「
無
鄰
菴
か
ら
の
回
遊
式

庭
園
か
ら
の
眺
め
は
『
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
向
け
て
優
れ
た

眺
望
景
観
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
景
観
』
で

あ
り
、
景
観
に
影
響
を
最
も
与
え
る
視
点
場
か
ら
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
見
送
っ
た
市
の
姿
勢
は
重
大
」

と
指
摘
。
南
禅
寺
・
岡
崎
一
帯
の
景
観
と
住
環
境
を
守
る

必
要
性
を
終
了
本
会
議
で
述
べ
ま
し
た
。

一
、
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

　�

　
終
了
本
会
議
で
「
関
西
電
力
の
金
品
受
領
問
題
の
全
容

解
明
を
求
め
る
意
見
書
」、「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
が
党
議
員
団
を
含

む
全
会
派
・
無
所
属
議
員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
党
議
員
団
は
「
関
西
電
力
の
金
品
授
受
問
題
の
全
容

解
明
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
。
民
主
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
会
派
と
無
所
属
議
員

の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
で
「
国
の
責
任
で
原

発
立
地
を
め
ぐ
る
構
造
的
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
」
と
述
べ
ま
し
た
。
党
議
員
団
以
外
か
ら
提

案
さ
れ
た
「
気
候
危
機
・
気
候
非
常
事
態
を
前
提
と
し
た

地
球
環
境
対
策
の
更
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
に
反

対
し
、
わ
が
党
提
案
の
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
１
・
５
℃
特
別
報
告

書
を
ふ
ま
え
た
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
求
め
、・
討
論
で
、
低
い
政
府
目
標
の
引

き
上
げ
こ
そ
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
｡
党
議
員

団
が
提
案
し
た
「
消
費
税
増
税
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」

が
他
会
派
・
無
所
属
議
員
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
さ
い
ご
に

　�

　
９
月
市
会
中
に
安
倍
政
権
は
、
消
費
税
10
％
増
税
を
強

行
し
、
改
憲
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
み

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
、
野
党

連
合
政
権
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
選
挙
で
の

日
本
共
産
党
の
躍
進
・
勝
利
と
と
も
に
、
目
前
に
迫
っ
た

市
長
選
挙
で
の
市
政
転
換
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　直接的には、前年度の決算への評価が最大の議題で
した（議会が「不認定」とした場合、決算自体は影響
なくとも、市長の姿勢への不信任となります）。従っ
て今議会の課題は、その判断基準を明らかにすること
でした。市政を質し市民要求実現を迫ることはどの議
会も変わりはありません。また市政の争点を浮き彫り
にすることも今議会の重要な役割でした。水は命、水
は人権、市民の交通権と訴え、中小零細企業底上げと
その為の実態調査等を求めました。

　「公園のトイレにトイレットペーパーをつけてほし
い」…春の市議選の時、公園で出会った小学生の要望
です。「議員になったら議会に届ける」と約束しまし
た。京都市の公園のトイレ286か所中トイレットペー
パー設置は８か所のみ。市の公衆トイレには全て設置
されています。調べてみると、公園のトイレにトイレ
ットペーパーを設置している政令市が多いこともわか
りました。決算委員会で建設局に質問する機会を得て、
小学生の声をそのまま紹介し子どもの声に応えよと求
めました。約束が守れました。実現へ頑張ります。

　「43億円も損失が見込まれる」との上下水道局の
2018年度決算報告。「今後10年間の水道プランでは、
５年間は利用料金の値上げはしないが、６年以後はわ
からない」との理事者発言に終始。50億円で買った
土地を、推定価格７億円程度で売る損失を市民の負担
にしておきながら、利用料金の値上げなんてとんでも
ない、と主張。全会派一致で、今後このようなことが
ない様に議会の付帯決議を付けて、理事者に猛省を促
しました。

　初めての代表質問を９月30日に行ないました。①
京都の地域経済を元気に、②住民の声が生かされ、安
心して住み続けられるまちづくり、③災害に強いまち
づくり、④小学校のような温かい全員制の中学校給食
の実現、を取り上げました。
　代表質問翌日には元植柳校跡地横の地下体育館計画
は撤回されました。これは大きな前進です。大型開発
優先からくらし・営業を応援する市民本位の新しい市
政のため引き続き全力投球します。

水は命、水は人権
バス・地下鉄は交通権

水道料金値上げなんて
とんでもない

元植柳小学校跡地利用における
「避難所地下化計画」撤回に

子どもたちとの約束
～公園のトイレにもトイレットペーパーを～

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　今期は産業水道交通を担当する委員になり、国が進
める水道の民営化に向けて、勉強する機会があり、深
めています。京都市の水道局は、水道事業の根幹は市
営で行うと説明していますが、水道メーターの検針や
滞納者への訪問、水道の開閉栓、お客様サービスコー
ナーの一部など次々委託しています。そして、これか
らも委託の拡大予定が続きます。命の水の公的な役割
を守るためにしっかりと学び、質疑もしていきたいと
思っています。

　介護保険の担当職員130人を解雇し、個人情報を
扱う大切な仕事を民間企業の儲けの場に差し出すなど
断じて認められません。首切ることの社会的責任を雇
い主としてどう認識しているのかと市長総括質疑で質
しましたが、市長は答弁に立ちませんでした。「民泊」
問題では住民が建築協定などで住環境を守る必至な努
力をしている一方、駆けつけられれば施設内に管理者
が常駐しなくてもよしとして「民泊」を呼び込んでい
る市政を批判、条例で規制せよと求めました。

　候補者活動をしていた頃、「市民のみなさんの願い
をまっすぐ議会に届けます」と訴えていました。市長
への総括質疑、まさに私にとって公約実行。①小学校
のような全員制の給食を実施せよ。②小学校３年生も
35人学級に。③京都市独自の給付型奨学金制度の創
設を。と熱く訴えました。しかしあくまでも選択制給
食はすばらしと固執、京都の少人数制教育はトップク
ラスだと自慢（非常勤やボランティアの配置のことを
言っている）、国がすべきことなど冷たい返答。門川
市政への怒りが沸騰した瞬間でした。願いを届けるだ
けでなく、次回はかちとる質疑力で挑戦！　そして市
長選挙勝利！

　スウェーデンの環境活動家グレタさんの気候行動サ
ミットでの演説は胸に響きました。サミット期間中に
は185カ国・6135のアクション・760万人以上がグ
ローバル気候マーチに参加。立ち上がっているのはグ
レタさんだけではないことを、京都の若者たちが呼び
掛けた「気候マーチ」に参加して実感。人類社会の存
続を危うくする気候変動を防ぐために、我々大人はも
っと切迫感をもって取り組まなければ！との思いを今
議会でもぶつけました。

初めての総括質疑で、
さらに門川市政に怒り沸騰!!

地球温暖化対策は待ったなし！
若者たちの行動に背中を押されて

市長選挙で審判！

命の水を守るために、
公営を堅持で頑張ろう！
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　若年層を呼び込む施策として、建築基準規制緩和で
高層ビルをどんどん誘致し若者の職場を増やすといっ
ていますが、規制緩和は地価高騰で逆効果。子育て支
援こそ必要です。環境問題も多くの国がCO2削減の
ため自然エネルギーに転換しているときに、政府は賛
同していません。京都は国言いなりの政策を改め、市
民に寄り添い、専門家の助言に真摯に耳を傾け、真の
子育て環境日本一で、国全体の模範になるべきです。

　８団体から4919筆の署名を添えて請願がありまし
た。たった一回の審議で、請願を不採択にした他会
派と無所属議員。最終本会議で、「ごみ袋代の値下げ」
の請願を採択すべきと討論に立ちました。ごみ量をピ
ーク時から半減できたのは、市民の努力があったか
らと認識していながら、値下げにふみきれない京都市。
有料化財源を貴重な財源といい、ごみ減量以外に使う
ことを容認する他会派。市民の側に立ちきり、市民の
願いに応える市政を実現しなければと実感しました。

　跡地活用に選定されていた元植柳小学校。議会の論
戦と住民運動で、計画されていた地下体育館が計画変
更となりました。地元住民の方々中心に政令市でも前
例のない指定避難所に指定することや住民の財産であ
る跡地をホテルに密室協議で、最大限貸し出すことな
ど許されることではありません。学校跡地を貸し出す
方針の撤回と、現在跡地活用されている元小学校の環
境改善へ、引き続き住民のみなさんと力を合わせて全
力で取り組みます。

　決算委員会で、小学校では全員制の給食を実施して
いる理由を聞いたところ「望ましい食生活やマナーを
身につけるため」との答弁。それならば中学校でも実
施するべき、と追及したところ、「他に優先すべき課
題がある」と驚くべき認識を示しました。全国では
100％の学校で実施している自治体が圧倒的多数にも
かかわらず、京都市では優先度が低いとするのは、あ
まりにも非常識です。市民の声に応えて全員制の中学
校給食を実施するべきです。

元植柳小学校地下体育館
撤回へ

中学校給食の優先度は
低いとの非常識な認識示す

市民の願いに背を向ける市政
「ごみ袋代値下げ」の請願を不採択

京都市はどこに進もうと
しているのか

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　中央卸売市場業務条例の改正議案について質疑する
ため、３時半起きで朝５時の市場のせり視察に行きま
した。やっぱり、現場を見るのは重要です。卸は生産
者の味方、仲卸は消費者の見方で対峙してせりをする
ので、適正価格を形成する役割が果たされる。仲卸の
目利きで同額であればじゃんけんをして決める。じゃ
んけんが多いのを実際見て、市場の適正価格形成機能
を実感したからこそ、この仕組みを守る重要性をリア
ルに認識できました。

　「京プラン」後期実施計画で社会福祉関連経費600
億円削減目標を上回り、暮らしに直結する予算削減。
国保会計では黒字の内37億２千万円を、値下げに使
わず一般財源などに積み立てる市民に冷たい姿勢を批
判した。市長就任以来、今年度分も合わせると区役所
職員は１千人に迫る削減で、災害時の避難所に職員は
配置されず、罹災証明発行が遅れる事態。呼び込み型
開発と観光インバウンド頼みの産業政策の下、既存の
中小企業置き去りの市政転換を求める討論を行った。

　京都市の観光政策を追及する中で、市が「旅館」の
数を集計せず、「稼働率調査」もしていないことが分
かりました。「上質な宿泊施設が足りない」として、
ホテルを誘致し、簡易宿所の乱立に歯止めをかけてこ
なかった市の責任は重大です。また、「火災発生時や
旅行者の急病時、管理者が宿泊施設内にいるのといな
いのとどちらが安全か」との質問で、市長は答弁不能
に。住民・旅行者の命・安全を軽視する京都市を引き
続き追及する決意です。

９月市会最終本会議で
決算討論に

現場に教えてもらう

住環境守るために
観光政策の転換を！

【見　　解】   2020年度京都市予算編成に対する要求
書の提出にあたって（2019/10/24）

【見　　解】   京都市土砂条例の制定について
（2019/10/16）

【声　　明】   元植柳小学校跡地利用計画における
「避難所地下化」の撤回について
（2019/10/04）

【申し入れ】   介護保険認定・給付業務にかかる民間委
託の中止を求める（2019/09/20）

【申し入れ】   京都市証明郵送サービスセンター業務の
深刻な遅延について（2019/09/20）

【コメント】   災害時のブルーシート無償貸与について
（2019/08/02）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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事務局から

北　　区 上 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄11︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵1₄₈₆︶₇₃₀₄

加藤 あい
☎₀₉₀︵₅₀₉₈︶₉1₂₇

とがし 豊
☎︵₇₇1︶₇₈₄₇

ひぐち英明
☎₀₉₀︵₉11₆︶₆₄₉₃

右 京 区 中 京 区 下 京 区 山 科 区

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵₃₉₇₀︶₄₇₀1

平井 良人
☎₀₉₀︵₆₅₅₇︶₄₇₄₀

かまの敏徳
☎₀₉₀︵₉₅₄₆︶₂₇₆₃

鈴木とよこ
☎₀₉₀︵1₅₈₈︶₃₆₀₀

山本 陽子 
☎︵₅₉₅︶₈₃₄₂

西 京 区 南 　 区 伏 見 区

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉1︶₃₃₂₃

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵₅₇₀₂︶₀1₆₆

赤阪　 仁 
☎︵₆₃1︶₇₅₀₅

西野さち子
☎︵₅₇1︶₅₇₃1

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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